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要約
このドキュメントでは、Microsoft® Windows Server™ Update Services の管理とトラブルシューティングに関連する主なタスクについて説明します。
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Microsoft Windows Server Update Services 操作ガイド    

このガイドでは、Windows Server Update Services の管理とトラブルシューティングに関連する主なタスクについて説明します。
このガイドの内容
· Windows Server Update Services の管理
· Windows Server Update Services のトラブルシューティング
· Windows Server Update Services に関するその他の参照情報
Windows Server Update Services の管理
このセクションでは、Windows Server Update Services の背景情報と、その管理に関連する主なタスクを実行する際の手順について説明します。
このガイドの内容
· Microsoft Windows Server Update Services の概要
Windows Server Update Services の管理
· Windows Server Update Services の監視
· Windows Server Update Services のセキュリティ保護
Microsoft Windows Server Update Services の概要     

Windows Server Update Services (WSUS) を使用すると、Microsoft Update を通じてリリースされる更新プログラムを入手するプロセスを完全に管理し、ネットワーク内のサーバーとクライアント コンピュータにそれらの更新プログラムを配布できます。
WSUS ソリューション
WSUS ソリューションでは、次のもので構成される管理インフラストラクチャが提供されます。
· Microsoft Update : Microsoft の Web サイトです。WSUS コンポーネントはこの Web サイトに接続して、Microsoft 製品の更新プログラムを取得します。 

Windows Server Update Services サーバー : 企業のファイアウォールの内側にある Microsoft Windows 2000 Server Service Pack 3 (SP3) または Microsoft Windows Server 2003 オペレーティング システムを実行しているコンピュータ上にインストールされるサーバー コンポーネントです。WSUS サーバー ソフトウェアでは、管理者が Web ベースのツールを使用して更新プログラムを管理および配布することができます。このツールには、企業ネットワーク内にあり、Windows オペレーティング システムを実行しているコンピュータであれば、どのコンピュータからでも Internet Explorer を使用してアクセスできます。さらに、WSUS サーバーは、他の WSUS サーバーの更新元となることも可能です。WSUS の実装においては、利用可能な更新プログラムを入手するには、ネットワーク内の 1 つ以上の WSUS サーバーを Microsoft Update に接続する必要があります。管理者は、ネットワーク セキュリティおよび構成に基づいて、その他に Microsoft Update に直接接続するサーバーの台数を決定できます。 

自動更新 : Windows 2000 (SP3以降)、Windows XP、および Windows Server 2003 オペレーティング システムに組み込まれているクライアント コンピュータ コンポーネントです。自動更新を使用すると、サーバーとクライアント コンピュータの両方が、Microsoft Update から、または WSUS を実行しているサーバーから更新プログラムを入手できます。 

Windows Server Update Services の管理 

このセクションの内容
· 同期のセットアップと実行
· コンピュータとコンピュータ グループの管理
· 更新プログラムの管理
· レプリカ モードでの実行
· Windows Server Update Services のバックアップ
· コマンド ラインからの WSUS の管理
同期のセットアップと実行      

同期時に、Windows Server Update Services (WSUS) を実行しているサーバーが、更新元から更新メタデータと更新ファイルで構成される更新プログラムをダウンロードします。WSUS サーバーが初めて同期するときは、同期オプションの構成時に指定した更新プログラム(デフォルト設定ではインストールを承認した更新プログラム)がすべてダウンロードされます。最初の同期の後は、更新元への前回の接続時以降に利用可能となった新しい更新プログラムが WSUS サーバーによって検出され、新しい更新プログラムのみがダウンロードされます。 

[同期のオプション] ページは、WSUS サーバーによる更新プログラムの同期方法をカスタマイズする際の、WSUS コンソールでの操作画面です。このページでは、自動的に同期する更新プログラム、サーバーが更新プログラムを入手する場所、接続設定、および同期スケジュールを指定できます。
WSUS サーバーで更新プログラムを同期した後は、WSUS サーバーで何らかの操作を実行する前に、それらの更新プログラムを承認する必要があります。これに当てはまらないのは、重要な更新プログラムとセキュリティ更新プログラムに分類された更新プログラムです。これらの更新プログラムについては、デフォルトでは自動的に検出が承認されます。詳細については、「更新プログラムの承認」の「更新プログラムの検出の承認」を参照してください。
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注 :  

WSUS とMicrosoft Updateの同期通信は、全てWSUSから開始されます。よってMicrosoft Update に直接接続している WSUS サーバーでは Windows ファイアウォールにWSUS用の特別な構成・設定を行なう必要はありません。
製品別およびクラス別での更新プログラムの同期
WSUS サーバーは、ユーザーが指定した製品や製品ファミリ (Windows、Windows Server 2003,  Office 2003など)、およびクラス (重要な更新、セキュリティ問題の修正プログラムなど) に基づいて更新プログラムをダウンロードします。最初の同期時には、WSUS サーバーが、指定したカテゴリに属する利用可能なすべての更新プログラムをダウンロードします。2 回目以降の同期では、WSUS サーバーは、指定したカテゴリ内の最新の更新プログラム、または WSUS サーバーに既にインストールされている更新プログラムの変更のみをダウンロードします。
[同期のオプション] ページの [製品とクラス] では、更新対象となる製品とクラスを指定します。製品は、製品ファミリごとに、階層的にグループ化されています。たとえば、Windows を選択すると、この製品階層の下にあるすべての製品が自動的に選択されます。親のチェック ボックスをオンにすると、その下にある項目だけでなく、将来のリリースもすべて選択されることになります。子のチェック ボックスをオンにした場合、その親のチェック ボックスはオンになりません。[製品] の既定の設定は [Windows 製品すべて] です。[更新プログラムのクラス] の既定の設定は、[重要な更新] と [セキュリティ問題の修正プログラム] です。更新プログラムのクラスは、個別に指定する必要があります。
WSUS サーバーをレプリカ モードで実行している場合は、このタスクを実行できません。レプリカ モードの詳細については、「レプリカ モードでの実行」を参照してください。 
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同期時に更新する製品とクラスを指定するには
	1. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックします。 

2. [製品とクラス] の [製品] で、[変更] をクリックします。 

3. [製品の追加と削除] ダイアログ ボックスの [製品] で、WSUS サーバーで更新プログラムを同期する製品または製品ファミリを選択し、[OK] をクリックします。 

4. [製品とクラス] の [更新プログラムのクラス] で、[変更] をクリックします。 

5. [クラスの追加と削除] ダイアログ ボックスの [クラス] で、WSUS サーバーで同期する更新プログラムのクラスを選択し、[OK] をクリックします。 

6. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 
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注 :  

1 つ以上の特定の製品または製品ファミリについて更新プログラムの同期を停止する場合は、[製品の追加と削除] ダイアログ ボックスで該当するチェック ボックスをオフにし、[OK] をクリックします。WSUS サーバーは、チェック ボックスをオフにした製品については、新しい更新プログラムの同期を停止します。ただし、更新プログラムを同期した後にそれらの製品のチェック ボックスをオフにした場合、既に同期されている更新プログラムは WSUS サーバー上に残り、[更新プログラム] ページに表示されます。 


プロキシ サーバー設定の構成
アップストリーム サーバーまたは Microsoft Update との同期時にプロキシ サーバーを使用するよう、WSUS サーバーを構成することができます。さらに、ポート番号、および特定のユーザーの資格情報を使用してプロキシ サーバーに接続するかどうかも指定できます。
[同期のオプション] ページの [プロキシ サーバー] で、プロキシ サーバーに関する設定を指定します。この設定は、WSUS サーバーが同期を実行する場合にのみ適用されます。既定では、このオプションは有効になっていません。WSUS サーバーは、アップストリーム サーバーまたは Microsoft Update に直接接続します。既定では、プロキシ サーバー オプションが選択されていません。つまり、WSUS サーバーは、同期時に、別の WSUS サーバーまたは Microsoft Update に直接接続します。 

WSUS とMicrosoft Updateとの同期通信は、そのすべてのネットワーク トラフィックをWSUSから開始するので、Microsoft Update に直接接続している WSUS サーバーでは、WSUS同期通信のために Windows ファイアウォールの構成変更を行なう必要がはありません。 
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同期に使用するプロキシ サーバーを指定するには
	7. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックします。 

8. [プロキシ サーバー] の [同期時にプロキシ サーバーを使用する] チェック ボックスをオンにし、プロキシ サーバーのサーバー名とポート番号 (既定値はポート 80) を入力します。 

· 特定のユーザーの資格情報を使用してプロキシ サーバーに接続する場合は、[ユーザーの資格情報を使用して、プロキシ サーバーに接続する] チェック ボックスをオンにし、そのユーザー名、ドメイン、およびパスワードをそれぞれのボックスに入力します。 

· プロキシ サーバーに接続するユーザーに対して基本認証を有効にする場合は、[基本認証を許可する (クリア テキストでパスワードを送信する)] チェック ボックスをオンにします。
9. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 


更新元の構成
更新元は、WSUS サーバーが更新プログラムと更新情報 (メタデータ) を入手する場所です。更新元には、Microsoft Update または別の WSUS を指定できます。この場合、更新元として動作する WSUS サーバーがアップストリーム サーバーとなり、更新プログラムを入手する WSUS サーバーが "ダウンストリーム サーバー" となります。 

WSUS サーバーが更新元と同期する方法をカスタマイズするためのオプションは、次のとおりです。
同期に使用するカスタムのポートを指定できます。ポートの構成に関する一般情報については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。 

· SSL を使用して、WSUS サーバー間における更新情報の同期をセキュリティで保護できます。SSL の詳細については、「Windows Server Update Services のセキュリティ保護」を参照してください。 
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WSUS サーバーの更新元を指定するには
	10. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックします。 

11. [更新元] で、次のいずれかの操作を行います。 

· WSUS サーバーを Microsoft Update から直接同期させるには、[Microsoft Update から同期する] をクリックします。使用しているサーバーがレプリカ モードで実行されている場合、このオプションは使用できません。詳細については、「レプリカ モードでの実行」を参照してください。
· ネットワーク内の別の WSUS サーバーから同期する場合は、[アップストリームの Windows Server Update Services サーバーから同期する] をクリックして、サーバー名とポート番号を対応するボックスに入力します。 

· 更新情報 (メタデータ) の同期時に Secure Sockets Layer (SSL) を使用する場合は、アップストリーム サーバーが SSL 接続に使用するポート番号を入力して、[更新情報の同期時に SSL を使用する] チェック ボックスをオンにします。同期時の SSL の詳細については、「Windows Server Update Services のセキュリティ保護」を参照してください。
· WSUS サーバーをレプリカ モードで実行している場合は、[サーバー名] ボックスにサーバー名を入力する必要があるだけです。アップストリーム サーバーは管理サーバーである必要はありません。たとえば、別のレプリカ モードのサーバーでもかまいません。レプリカ モードの詳細については、「レプリカ モードでの実行」を参照してください。
12. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 


更新プログラムの格納場所の指定
詳細については、「更新プログラムの格納場所の指定」を参照してください。
手動または自動での同期
WSUS サーバーを手動で同期するか、または毎日自動的に同期する時刻を指定できます。
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サーバーを手動で同期するには
	13. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックします。 

14. [スケジュール] で、[手動で同期する] をクリックします。 

15. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 


[image: image10.png]


WSUS サーバーを直ちに同期するには
	16. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックします。 

17. [タスク] の [今すぐ同期] をクリックします。 


[image: image11.png]


自動同期スケジュールをセットアップするには
	18. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックします。 

19. [スケジュール] で、[毎日の同期時刻] をクリックし、毎日同期を開始する時刻を一覧から選択します。 

20. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 


コンピュータとコンピュータ グループの管理       

このセクションの内容
· クライアント コンピュータの管理
· コンピュータ グループの管理
クライアント コンピュータの管理    

WSUS では、必要な更新プログラムや受信する更新プログラムを手動でまたは自動的に決定する、更新プログラムのインストール日時を指定する、コンピュータ上での更新プログラムの展開状態を監視するなど、コンピュータを更新するためのプロセス全体を管理できます。
WSUS コンソールで、コンピュータを管理する操作画面となるのが [コンピュータ] ページです。このページには、WSUS サーバーから更新プログラムを入手するよう構成されているコンピュータが一覧表示されます。コンピュータはコンピュータ グループ別に表示されます。コンピュータの一覧にフィルタを実行して、特定のコンピュータ グループだけを表示できます。一覧でコンピュータを選択すると、そのコンピュータの一般的な詳細やそのコンピュータに対する更新プログラムの状態などのプロパティを表示できます。たとえば、特定のコンピュータに対する更新プログラムのインストール状態や検出状態を確認できます。
[コンピュータ] ページでは、グループの作成やグループへのコンピュータの割り当てなど、コンピュータ グループを管理することもできます。コンピュータ グループの管理の詳細については、「コンピュータ グループの管理」を参照してください。
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重要 :  

WSUS サーバーからクライアント コンピュータを管理するには、最初に、WSUS サーバーに接続するクライアント コンピュータをセットアップする必要があります。この作業を実行しない限り、WSUS サーバーはクライアント コンピュータを認識せず、[コンピュータ] ページのコンピュータ一覧にクライアント コンピュータが表示されません。クライアント コンピュータのセットアップの詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
クライアント コンピュータは同時に 1 台の WSUS サーバーと通信するようにのみ設定できます。後でこの設定を変更し、別の WSUS サーバーを指定すると、クライアント コンピュータは以前に指定されていた元の WSUS サーバーへの接続を中止します。ただし、元の WSUS サーバー上のコンピュータ グループとコンピュータの一覧には、クライアント コンピュータの名前が残ります。また、元の WSUS サーバーはクライアント コンピュータが最後に接続した時刻を報告します。これは、クライアント コンピュータが接続を中止する前の正確な時刻になります。クライアント コンピュータが元の WSUS サーバーに表示されないようにするには、元の WSUS サーバーからそのコンピュータを削除する必要があります。 

[コンピュータ] ページでのコンピュータの管理
以下のタスクは、[コンピュータ] ページで実行できる一般的なタスクです。コンピュータをコンピュータ グループに追加するには、コンピュータ グループを作成しておく必要があります。コンピュータ グループの作成の詳細については、「コンピュータ グループの管理」を参照してください。
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コンピュータのプロパティを表示するには
	21. WSUS コンソールのツール バーで、[コンピュータ] をクリックします。 

22. [グループ] で、対象のコンピュータが現在所属しているコンピュータ グループをクリックします。 

23. コンピュータの一覧で、プロパティを表示するコンピュータをクリックします。 

24. プロパティ ペインで、次のいずれかの操作を行います。 

· コンピュータの一般的な情報を表示するには、[詳細] タブをクリックします。 

· コンピュータの承認状態および更新状態を表示するには、[状態] タブをクリックします。 
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コンピュータをコンピュータ グループに追加するには
	25. WSUS コンソールのツール バーで、[コンピュータ] をクリックします。 

26. [グループ] で、対象のコンピュータが現在所属しているコンピュータ グループをクリックします。 

27. コンピュータの一覧で、移動するコンピュータをクリックします。 

28. [タスク] の [選択したコンピュータの移動] をクリックします。 

29. [コンピュータ グループ] ダイアログ ボックスで、コンピュータの移動先となるコンピュータ グループを選択し、[OK] をクリックします。 
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注 :  

既にコンピュータ グループに属しているコンピュータは、このタスクの実行後、以前のコンピュータ グループではなく指定した新しいコンピュータ グループに属します。ただし、[すべてのコンピュータ] グループのメンバとしては残ります。
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WSUS サーバーからコンピュータを削除するには
	30. WSUS コンソールのツール バーで、[コンピュータ] をクリックします。 

31. [グループ] で、対象のコンピュータが現在所属しているコンピュータ グループをクリックします。 

32. コンピュータの一覧で、削除するコンピュータをクリックします。 

33. [タスク] の [選択したコンピュータの削除]、[OK] の順にクリックします。 

[image: image17.png]


注 :  

このタスクを実行すると、WSUS コンソール上でクライアント コンピュータに対する更新プログラムの配布を管理することも、クライアント コンピュータが WSUS サーバーから更新プログラムを受信することもできなくなります。


コンピュータ グループの管理     

WSUS では、更新プログラムをクライアント コンピュータのグループ単位で承認トすることができます。この機能は、それぞれのグループで管理されたコンピュータに対して、適切なタイミングで適切な更新プログラムだけを導入させることに役に立ちます。たとえば、経理チームのすべてのコンピュータなど、組織内のある部門のすべてのコンピュータが特定の構成になっている場合、これらのコンピュータがいつ、どの更新プログラムを取得するかを決定し、WSUS のレポート機能を使用してそのコンピュータ グループの更新動作の成功を評価できます。
既定では、各コンピュータが既に [すべてのコンピュータ] グループに割り当てられています。コンピュータは、別のグループに割り当てられるまで、[割り当てられていないコンピュータ] グループにも割り当てられています。コンピュータは、割り当てられるグループに関係なく、[すべてのコンピュータ] グループに残ります。コンピュータは [すべてのコンピュータ] グループのほかには、1 つのグループにしか割り当てられません。
プロセスを自動化するかどうかによって、"サーバー側のターゲット" または "クライアント側のターゲット" のいずれかの方法でコンピュータをコンピュータ グループに割り当てられます。サーバー側のターゲットでは、[コンピュータ] ページの [選択したコンピュータの移動] タスクを使用して、1 つまたは複数のクライアント コンピュータを 1 つのコンピュータ グループに同時に移動します。クライアント側のターゲットでは、グループ ポリシーを使用するかクライアント コンピュータのレジストリ設定を編集して、自動的にこれらのコンピュータをコンピュータ グループに追加できます。[コンピュータのオプション] ページでいずれかのオプションを選択して、使用する方法を指定する必要があります。 
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注 :  

WSUS サーバーをレプリカ モードで実行している場合は、そのWSUS サーバーにはコンピュータ グループを作成することはできません。レプリカモードのWSUSサーバーを管理している上位のWSUSサーバーが作成したコンピュータグループの設定を継承するだけです。レプリカ モードの詳細については、「レプリカ モードでの実行」を参照してください。
サーバー側のターゲット
サーバー側のターゲットでは、WSUS コンソールを使用してグループを作成し、コンピュータをグループに割り当てます。サーバー側のターゲットは、更新するクライアント コンピュータが少ない場合や、クライアント コンピュータを手動でコンピュータ グループに移動する場合に適したオプションです。 

WSUS サーバーでサーバー側のターゲットを有効にするには、[コンピュータのオプション] ページで [Windows Server Update Services のコンピュータの移動タスクを使用する] オプションをクリックします。
クライアント側のターゲット
クライアント側のターゲットでは、WSUS コンソールで作成したコンピュータ グループにクライアント コンピュータを追加できます。Active Directory ネットワーク環境のグループ ポリシーを使用するか、Active Directory 以外のネットワーク環境のクライアント コンピュータのレジストリ エントリを編集して、クライアント側のターゲットを有効にできます。クライアント コンピュータが WSUS サーバーに接続するときに、正しいコンピュータ グループに追加されます。クライアント側のターゲットは、クライアント コンピュータが多い場合や、コンピュータ グループへの割り当てプロセスを自動化する場合に適したオプションです。
WSUS サーバーでクライアント側のターゲットを有効にするには、[コンピュータのオプション] ページで [コンピュータのグループ ポリシーまたはレジストリを使用する] オプションをクリックします。 
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コンピュータをグループに割り当てる方法を指定するには
	34. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[コンピュータのオプション] の順にクリックします。 

35. [コンピュータのオプション] で、次のいずれかの操作を行います。 

· WSUS コンソールを使用してグループの作成とコンピュータの割り当てを行う場合は (サーバー側のターゲット)、[Windows Server Update Services のコンピュータの移動タスクを使用する] をクリックします。 

· グループ ポリシーを使用する、またはクライアント コンピュータのレジストリ設定を編集することによって、グループの作成とコンピュータの割り当てを行う場合は (クライアント側のターゲット)、[コンピュータのグループ ポリシーまたはレジストリを使用する] をクリックします。 

36. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。


WSUS サーバーでのコンピュータ グループの管理
クライアント コンピュータをコンピュータ グループに割り当てるために使用する方法に関係なく、WSUS コンソールにコンピュータ グループを作成する必要もあります。クライアント側のターゲット方法を使用する場合は、クライアント コンピュータをコンピュータ グループに追加する前に、WSUS コンソールでコンピュータ グループを作成する必要があります。
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WSUS コンソールでコンピュータ グループを作成するには
	37. WSUS コンソールのツール バーで、[コンピュータ] をクリックします。 

38. [タスク] で、[コンピュータ グループの作成] をクリックします。 

39. [グループ名] ボックスに新しいコンピュータ グループの名前を入力し、[OK] をクリックします。 


[image: image21.png]


コンピュータ グループを削除するには
	40. WSUS コンソールのツール バーで、[コンピュータ] をクリックします。 

41. [グループ] で、削除するコンピュータ グループをクリックします。 

42. [タスク] の [選択したグループの削除]、[OK] の順にクリックします。 
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注 :  

[割り当てられていないコンピュータ] グループまたは [すべてのコンピュータ] グループは削除できません。クライアント コンピュータはすべて、割り当てたグループのほかに、[すべてのコンピュータ] グループのメンバとして残ります。クライアント コンピュータはコンピュータ グループに割り当てられるまで [割り当てられていないコンピュータ] グループのメンバです。


更新プログラムの管理             

このセクションの内容
· 更新プログラムの概要
· 更新プログラムの表示
· 更新プログラムの承認
· 更新プログラムのテスト
· 更新プログラムの格納
更新プログラムの概要     

更新プログラムは、コンピュータにインストールされているソフトウェアを部分的に置換、または完全に置換するために使用されます。Microsoft Update で利用できる各更新プログラムは、次の 2 つのコンポーネントで構成されています。 

· メタデータ : 更新プログラムに関する情報を提供します。たとえば、メタデータは、更新プログラムのプロパティに関する情報を提供し、ユーザーがその更新プログラムが何に役立つのかを確認できるようにします。メタデータには、使用許諾契約書 (EULA) も含まれます。通常、更新プログラム用にダウンロードされるメタデータ パッケージは、実際の更新プログラム ファイル パッケージよりサイズがかなり小さくなります。 

· 更新ファイル : 更新プログラムをコンピュータにインストールする際に必要な実際のファイルです。 

WSUS による更新プログラムの格納方法
更新プログラムが WSUS サーバーに同期されると、メタデータと更新ファイルが別々の場所に格納されます。メタデータは WSUS データベースに格納されます。更新ファイルは、同期オプションの設定に応じて、WSUS サーバーに格納されるか、または Microsoft Update を利用するよう構成されます。更新ファイルを Microsoft Update を利用するよう選択した場合は、同期時にメタデータのみがダウンロードされ、クライアント コンピュータは更新プログラムのインストール時に Microsoft Update から更新ファイルを直接取得します。更新プログラムの格納に関するオプションの詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。 

WSUS を使用した更新プログラムの管理
WSUS を展開した直後、あるいは毎日の運用管理タスクとして、更新プログラムの同期に関する設定や、同期の実行、コンピュータやコンピュータ グループの追加、および定期的な更新プログラムの展開などが、管理者によって行われます。

以下の一般的なタスクを実行する順序は、組織のニーズによって異なるかもしれませんが、以下に、WSUS を使用してコンピュータを更新する場合の、一般的なタスクの実行順の一例を示します。
43. WSUS コンソールを使用してオプションを構成する前に、ネットワークの機能、会社のニーズ、およびレイアウトに基づいて、全体的な更新プログラム管理計画を立てます。たとえば、次のような点を考慮してください。 

· WSUS サーバーの階層をセットアップするかどうか、する場合はどのように階層化するか。
· 更新プログラムのメタデータを格納するのにどのデータベースを使用するか (MSDE、WMSDE、SQL Server 2000 など)。
· どのようなコンピュータ グループを作成し、それらにコンピュータをどのような方法で割り当てるか (サーバー側のターゲット設定かクライアント側のターゲット設定か)。
· 特定の時刻に更新プログラムを自動的に同期するかどうか。
44. [オプション] ページで、更新元、製品と更新クラス、言語、接続設定、格納場所、自動同期のスケジュールなど、同期のオプションを設定します。 

45. WSUS サーバーで同期を実行し、更新元として指定した場所に応じて、Microsoft Update またはアップストリーム WSUS サーバーから更新プログラムと関連メタデータを取得します。 

46. [更新プログラム] ページで、グループごとに更新プログラムを承認または拒否します。更新プログラムのインストールの承認または検出のみの承認を行うことが可能です。検出のみを選択した場合、更新プログラムはインストールされませんが、指定したグループ内のコンピュータについて、その更新プログラムが必要かどうかがチェックされます。検出結果を表示し、更新プログラムが必要かどうかを確認するには、[更新の状態] レポートを参照します。自動インストールまたは自動検出の期日を設定できます。インストールを選択した場合、ユーザーがクライアント コンピュータのローカル管理者であれば、更新プログラムをユーザー自身がインストールすることを許可するオプションがあります。 

47. [自動承認] ページの [オプション] で、クラスまたはグループごとに更新プログラムのインストールや検出の自動承認を構成します。インストールの規則と検出の規則が競合する場合は、インストールの規則が使用されます。このページでは、既存の更新プログラムの改訂版を自動的に承認するか、手動で承認するかも構成できます。手動での承認を選択すると、改訂版を手動で承認しない限り、WSUS サーバーでは古いバージョンが引き続き使用されます。 

48. [更新プログラム] ページまたは [更新の状態] レポートで、更新プログラムの状態をチェックします。 

更新プログラムの製品とクラス
Microsoft Update で利用できる更新プログラムは、製品 (または製品ファミリ) とクラスによって識別されます。 

WSUS で更新される製品
"製品" は、Windows XP ファミリやOffice 2003 などのように、特定のオペレーティング システムまたはアプリケーションです。"製品ファミリ" は、関連する製品が属している大枠の製品グループです。たとえば、”Windows” という製品ファミリでは、”Windows 2000 ファミリ, Windows XP ファミリ, Windows XP 64-bit Edition Version 2003 などの製品がメンバになります。”Office” という製品ファミリでは、”Office 2002/XP”, “Office 2003” などの製品がメンバになります。[同期のオプション] ページの [製品とクラス] には、各製品が製品ファミリごとに階層形式で表示されます。WSUS コンソールのこの場所では、サーバーが更新プログラムを自動的に同期する製品または製品ファミリを選択できます。親のチェック ボックスをオンにすると、その下にあるすべての項目も選択されるので、同じ製品ファミリに属している多数の製品を一度に指定できます。子のチェック ボックスをオンにした場合、その親のチェック ボックスはオンになりません。いずれの項目を選択した場合でも、将来のリリースも自動的に選択されることになります。 

更新プログラムのクラス
更新プログラムのクラスは、更新プログラムの種類を表します。各製品または製品ファミリについて、複数のクラスで更新プログラムを使用できる場合もあります。たとえば、Windows XP ファミリには、重要な更新プログラムとセキュリティ更新プログラムがあります。次の表は、更新プログラムのクラスの例を示しています。
	更新プログラムのクラス
	説明

	重要な更新
	重要性が高く、セキュリティに関連しない不具合を修正するために、特定の問題に対して公開される修正プログラムです。

	ドライバ
	新しいハードウェアをサポートするために設計されたソフトウェア コンポーネントです。

	Feature Pack
	新しく公開された機能で、通常は製品の次期リリースに含まれます。

	セキュリティ問題の修正プログラム
	セキュリティ上の脆弱性を修正するために、特定の製品に対して公開される修正プログラムです。

	Service Pack
	これまでに作成されたすべてのホットフィックス、セキュリティ問題の修正プログラム、重要な更新、および更新をまとめたものと、製品の公開以後に内部で発見された不具合に対する修正が含まれます。Service Pack には、一部のお客様から要望された設計上の変更や機能が含まれることもあります。

	ツール
	あるタスク、または一連のタスクの実現を支援する、ユーティリティまたは機能です。

	修正プログラム集
	ホットフィックス、セキュリティ問題の修正プログラム、重要な更新、および更新を 1 つのパッケージにまとめ、展開しやすくしました。修正プログラム集は通常、“セキュリティ”などの特定の分野、または“インターネット インフォメーション サービス (IIS)” などの製品のコンポーネントに対して用意されます。

	更新
	重要性が低く、セキュリティに関連しない不具合を修正するために、特定のプログラムに対して公開される修正プログラムです。


更新プログラムの表示     

[更新プログラム] ページでは、次の操作が行えます。
· 更新プログラムの一覧を表示する。更新プログラムの一覧には、更新元から Windows Server Update Services (WSUS) を実行しているサーバーに同期されて、承認可能な状態になっている更新プログラムが表示されます。クラスと製品、承認の状態、同期日、テキストなどの条件を使用して、更新プログラムの一覧をフィルタできます。また、更新プログラムの一覧のタイトル バーにある各列見出しをクリックして、更新プログラムの一覧を並べ替えることができます。
· 各更新プログラムの詳細、状態、および改訂履歴を表示する。 

· 更新プログラムのインストールを承認する。 

· 更新プログラムの検出を承認する。 

· 更新プログラムを拒否する。 

[image: image23.png]


[更新プログラム] ページを開くには
	· WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。
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更新プログラムを表示するには
	49. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。更新プログラムの一覧に更新プログラムが表示されます。 

50. 追加情報、ダウンロード状態、タイトル、条件、リリース日、または承認状態の順で並べ替えるには、該当する列見出しをクリックします。 
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[更新プログラム] ページに表示される更新プログラムの一覧をフィルタするには
	51. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。 

52. [ビュー] で、フィルタに適切な条件をリスト ボックスから選択し、[適用] をクリックします。更新プログラムの一覧に選択した条件が反映されます。[ビュー] の [含まれる文字列] ボックスにテキストを入力して、タイトル、説明、サポート技術情報番号などの条件に基づいて更新プログラムを検索することができます。これらの各項目は、更新プログラムのプロパティの [詳細] タブで一覧表示されるプロパティです。 
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更新プログラムのプロパティを表示するには
	53. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。 

54. 更新プログラムの一覧で、プロパティを表示する更新プログラムをクリックします。 

55. プロパティ ペインで、次のいずれかのタブをクリックします。 

· [詳細] タブ。更新プログラムの一般的なプロパティ (タイトル、説明、リリース日など) とインストール情報 (更新プログラムがアンインストール可能かどうかを含むインストール要件など) の両方が表示されます。また、[詳細] タブには、その更新プログラムが他の更新プログラムに優先するのか、または他の更新プログラムが優先するのかも表示されます。 

· [状態] タブ。コンピュータ グループ別に更新プログラムのダウンロード状態、承認状態、およびインストール状態が表示されます。コンピュータ グループをさらに展開し、コンピュータ別に更新状態を表示できます。 

· [改訂版] タブ。改訂状態や承認状態に関する一般的なプロパティなどの、更新プログラムの改訂情報が表示されます。 
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注 :  

この手順を実行できるのは、1 回に 1 つの更新プログラムについてのみです。複数の更新プログラムを選択すると、最初に選択した更新プログラムがプロパティ ペインに表示されます。


更新プログラムの承認     

更新プログラムが WSUS サーバーに同期された後、展開操作を開始するには、それらの更新プログラムを承認する必要があります。更新プログラムを承認する場合は、どのような操作を行うかを WSUS に伝える必要があります。たとえば、[インストール]、[検出のみ]、[削除]、または [更新プログラムの拒否] を選択します。更新プログラムを承認する場合は、[更新プログラムの承認] ダイアログ ボックスで、[すべてのコンピュータ] グループに対して既定の承認設定を指定し、各コンピュータ グループに対しては必要な設定を指定します。更新プログラムを承認しない場合、その承認状態は [未承認] のままとなり、WSUS サーバーはその更新プログラムに対して何の操作も実行しません。これに当てはまらないのは、重要な更新プログラムとセキュリティ更新プログラムのクラスです。これらの更新プログラムについては、同期後に「検出」で自動承認されるように既定で設定されています。
[更新プログラム] ページは、WSUS コンソール上にある、更新プログラムを承認する際の操作画面です。[更新プログラム] ページで、コンピュータ グループごとに更新のために WSUS が実行する動作を指定できます。これを行うには、[タスク] でいずれかのオプションを選択します。次に [更新プログラム] ページで有効にすることができるさまざまな承認の詳細を示します。
WSUS サーバーをレプリカ モードで実行している場合は、WSUS サーバーで更新プログラムを承認することはできません。レプリカ モードの詳細については、「レプリカ モードでの実行」を参照してください。 

更新プログラムの検出の承認
更新プログラムの検出を承認する場合、更新プログラムはインストールされません。代わりに、WSUS は更新プログラムが、[更新プログラムの承認] ダイアログ ボックスで [検出のみ] 承認オプションに指定されているグループのコンピュータに対応しているかどうか、または必要とされているかどうかを確認します。検出は、クライアント コンピュータが WSUS サーバーと通信するようスケジュールされた時刻に実行されます。検出結果は、更新の状態レポートまたは [更新プログラム] ページで、特定の更新プログラムの [状態] タブをクリックすると表示できます。どちらの場合も、必要な情報は [必要] 列に表示されます。ここには、特定の更新プログラムが必要であると検出されたコンピュータの数が表示されます。クライアント コンピュータに更新プログラムが必要でない場合、[必要] の数はゼロです。
既定では、重要な更新プログラムとセキュリティ更新プログラムは自動的に検出が承認されます。 
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更新プログラムの検出を承認するには
	56. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。 

57. 更新プログラムの一覧で、検出を承認する 1 つまたは複数の更新プログラムをクリックします。 

58. [更新のタスク] で、[承認の変更] をクリックします。 

59. [更新プログラムの承認] ダイアログ ボックスで、[承認] が [すべてのコンピュータ] グループに対して [検出のみ] に設定されていることを確認します。 

60. 1 つまたは複数のグループに異なる既定の承認設定を行う場合は、[選択した更新プログラムの承認設定 (グループ単位)] で特別な承認設定を行うグループを探し、[承認] 列で承認設定を選択します。 


更新プログラムのインストールの承認
1 つまたは複数の更新プログラムを選択できます。複数の更新プログラムを選択すると、インストールを一度に承認できます。また、コンピュータ グループごとにインストールを承認することもできます。これには、[更新プログラムの承認] ダイアログ ボックスの [インストール] 承認オプションを使用します。さらに、この承認操作を指定すると、次のいずれかを実行できます。
· クライアント コンピュータの設定を使用して、いつ更新プログラムをインストールするかを決定します。このオプションを選択すると、更新プログラムをコンピュータにインストールする準備が整ったときに、ターゲット コンピュータ グループのユーザーは通知のダイアログ ボックスを受け取り、タスク バーに [自動更新] アイコンが表示されます。ユーザーは、[自動更新] アイコンをクリックして、すぐに更新プログラムをインストールすることも、後でインストールすることもできます。グループ ポリシーまたはローカルで、インストール前にユーザーに通知するよう自動更新を構成している場合は、これらの通知が、ターゲット コンピュータ グループのコンピュータにログオンしている、管理者以外のすべてのユーザーに送信されます。 

· 自動インストールの期日を設定します。このオプションを選択すると、クライアント コンピュータでの設定を無効にして、特定の日時に更新プログラムを強制インストールするよう設定できます。また、クライアントコンピュータでの設定に係わらず、承認後直ちに（クライアント コンピュータの次回のスケジュールで） 強制インストールさせる場合には、期日設定で過去の日付を指定します。 
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重要 :  

使用許諾契約に同意したり、更新プログラムに関する設定を指定したりする場合など、ユーザーによる入力が必要な場合は、更新プログラムの自動インストールの期日を設定できません。そのような場合にインストールの期日を設定すると、同期に失敗します。更新プログラムでユーザーによる入力が必要かどうかを判断するには、[更新プログラム] ページに表示される更新プログラムについて、更新プログラムのプロパティの [ユーザーの入力を要求] フィールドを確認します。また、[更新プログラムの承認] ボックスに [選択した更新プログラムではユーザーの入力が要求されます。期日指定のインストールはできません。] というメッセージが表示されるか確認してください。 
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更新プログラムのインストールを承認するには
	61. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。 

62. 更新プログラムの一覧で、インストールを承認する 1 つまたは複数の更新プログラムをクリックします。 

63. [更新のタスク] で、[承認の変更] をクリックします。 

64. [更新プログラムの承認] ダイアログ ボックスで [承認] が [すべてのコンピュータ] グループに対して [インストール] に設定されていることを確認します。 

65. コンピュータ グループのコンピュータに更新プログラムがいつ、どのようにインストールされるかを指定するには、[期日] の横の [なし] をクリックし、次のいずれかのオプションを選択します。 

· 更新プログラムをいつインストールするかをユーザーが決定できるようにする場合は、[クライアントの設定により、更新プログラムのインストールの時刻を決定する]、[OK] の順にクリックします。ドメインベースのグループ ポリシーまたはローカル グループ ポリシーで、インストール前にユーザーに通知するよう自動更新を構成している場合は、これらの通知が、ターゲット コンピュータ グループのコンピュータにログオンしている、管理者以外のすべてのユーザーに送信されます。 

· 更新プログラムが自動的にインストールされるようにする場合は、[選択した日時までに更新プログラムをインストールする] をクリックし、期日の日時を指定して [OK] をクリックします。インストールを直ちに、つまり、クライアント コンピュータが次回 WSUS サーバーに接続する際に実行する場合は、期日に過去の日付を指定できます。 

66. 1 つまたは複数のグループに異なる既定の承認設定を行う場合は、[選択した更新プログラムの承認設定 (グループ単位)] で特別な承認設定を行うグループを探し、[承認] 列で承認設定をクリックします。 


更新プログラムの拒否
このオプションは、[更新プログラム] ページの [更新のタスク] の 1 つのタスクとして利用できます。このオプションを選択すると、利用可能な更新プログラムの一覧から更新プログラムが削除されます。拒否した更新プログラムは、[ビュー] の下の更新プログラム一覧のフィルタを指定する際に、[承認状態] 一覧で [拒否済み] または [すべての更新プログラム] を選択した場合にのみ、更新プログラム一覧に表示されます。
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更新プログラムを拒否するには
	67. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。 

68. 更新プログラムの一覧で、拒否する 1 つまたは複数の更新プログラムをクリックします。 

69. [更新のタスク] で、拒否するよう選択した更新プログラムが 1 つか複数であるかに応じて、[更新プログラムの拒否] または [選択した更新プログラムを拒否] をクリックします。 


更新プログラムの削除の承認
更新プログラムの削除を承認、つまり、更新プログラムのアンインストールを承認できます。このオプションは、更新プログラムがWSUSによるアンインストールをサポートし、[更新プログラムの承認] ダイアログ ボックスで [削除] 承認オプションを選択した場合にのみ使用できます。更新プログラムをアンインストールする期日を指定できます。また、クライアントコンピュータでの設定に係わらず、承認後直ちに（クライアント コンピュータの次回のスケジュールで） 削除させる場合には、期日設定で過去の日付を指定します。 
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更新プログラムの削除を承認するには
	70. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックします。 

71. 更新プログラムの一覧で、削除を承認する 1 つまたは複数の更新プログラムをクリックします。 

72. [更新のタスク] で、[承認の変更] をクリックします。 

73. [更新プログラムの承認] ダイアログ ボックスで、[承認] が [すべてのコンピュータ] グループに対して [削除] に設定されていることを確認します。 

74. 更新プログラムを自動的に削除する期日を設定する場合は、[期日] の横の [なし] をクリックし、期日の日時を指定して、[OK] をクリックします。更新プログラムの削除を直ちに、つまり、クライアント コンピュータが次回 WSUS サーバーに接続する際に実行する場合は、期日に過去の日付を指定できます。 

75. 1 つまたは複数のグループに異なる既定の承認設定を行う場合は、[選択した更新プログラムの承認設定 (グループ単位)] で特別な承認設定を行うグループを探し、[承認] 列で承認設定をクリックします。 


更新プログラムの自動承認
[自動承認のオプション] ページで、同期時に更新プログラムと関連するメタデータが WSUS サーバーにダウンロードされたときに、それらのインストールまたは検出を自動的に承認するよう WSUS サーバーを構成できます。これは、既定で更新プログラムの検出が承認される [更新プログラム] ページでの更新プログラムの承認とは異なります。
更新プログラムのクラスおよびグループ別に更新プログラムの自動承認を構成できます。設定したインストールの規則と検出の規則が競合する場合、WSUS サーバーはインストールの規則に従います。
[自動承認のオプション] ページでは、既存の更新プログラムの改訂版が使用できるようになったときにその改訂版を自動的に承認するオプションも選択できます。このオプションは既定でオンになっています。改訂版は更新プログラムに変更が加えられたバージョンです。たとえば、有効期限が切れていたり、UI テキスト、使用許諾契約書 (EULA)、またはコンピュータの適用規則が変更されていることがあります。更新プログラムの改訂版の自動承認を選択しない場合、WSUS は古いバージョンを使用するので、更新プログラムの改訂版を手動で承認する必要があります。
更新プログラムの検出の自動承認
このオプションを選択すると、同期時に WSUS サーバーが自動的に適用する規則を作成できます。規則には、更新プログラムのクラス別やコンピュータ グループ別に検出を自動的に承認する更新プログラムを指定します。これは、改訂された更新プログラムではなく、新しい更新プログラムにのみ適用されます。この設定は、[自動承認のオプション] ページで実行できます。 

このページでは、更新プログラムのインストールを自動的に承認するための規則も設定できます。検出を自動的に承認するための規則とインストールを自動的に承認するための規則の両方で同じ更新プログラムのクラスや同じコンピュータ グループの組み合わせを指定しているなど、規則が競合する場合、WSUS サーバーはインストールを自動的に承認するための規則を適用します。
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更新プログラムの検出を自動的に承認するには
	76. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[自動承認のオプション] の順にクリックします。 

77. [更新] の [検出の承認] で [次の規則で自動的に更新プログラムの検出を承認する] チェック ボックスがオンになっていない場合は、オンにします。 

78. 同期時に自動的に承認する更新プログラムのクラスを指定するには、次の操作を行います。 

· [クラス] の横の [クラスの追加と削除] をクリックします。 

· [クラスの追加と削除] ダイアログ ボックスで、自動的に承認する更新プログラムのクラスを選択し、[OK] をクリックします。
79. 同期時に自動的に更新プログラムを承認するコンピュータ グループを指定するには、次の操作を行います。 

· [コンピュータ グループ] の横の [コンピュータ グループの追加と削除] をクリックします。 

· [コンピュータ グループの追加と削除] ダイアログ ボックスで、更新プログラムを自動的に承認するコンピュータ グループを選択し、[OK] をクリックします。
80. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 


更新プログラムのインストールの自動承認
このオプションを選択すると、同期時に WSUS サーバーが自動的に適用する規則を作成できます。規則には、更新プログラムのクラス別やコンピュータ グループ別にインストールを自動的に承認する更新プログラムを指定します。これは、改訂された更新プログラムではなく、新しい更新プログラムにのみ適用されます。この設定は、[自動承認のオプション] ページで実行できます。 

このページでは、更新プログラムの検出を自動的に承認するための規則も設定できます。インストールを自動的に承認するための規則と検出を自動的に承認するための規則の両方で同じ更新プログラムのクラスや同じコンピュータ グループの組み合わせを指定しているなど、規則が競合する場合、WSUS サーバーはインストールを自動的に承認するための規則を適用します。
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更新プログラムのインストールを自動的に承認するには
	81. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[自動承認のオプション] の順にクリックします。 

82. [更新] の [インストールの承認] で [次の規則で自動的に更新プログラムのインストールを承認する] チェック ボックスがオンになっていない場合は、オンにします。 

83. 同期時に自動的に承認する更新プログラムのクラスを指定するには、次の操作を行います。 

· [クラス] の横の [クラスの追加と削除] をクリックします。 

· [クラスの追加と削除] ダイアログ ボックスで、自動的に承認する更新プログラムのクラスを選択し、[OK] をクリックします。
84. 同期時に自動的に更新プログラムを承認するコンピュータ グループを指定するには、次の操作を行います。 

· [コンピュータ グループ] の横の [コンピュータ グループの追加と削除] をクリックします。 

· [コンピュータ グループの追加と削除] ダイアログ ボックスで、更新プログラムを自動的に承認するコンピュータ グループを選択し、[OK] をクリックします。
85. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 


更新プログラムの改訂版の自動承認
[自動承認のオプション] ページには、既存の更新プログラムの改訂版が使用できるようになったときに、その改訂版を自動的に承認するオプションがあります。このオプションは既定でオンになっています。改訂版は更新プログラムに変更が加えられたバージョンです。たとえば、有効期限が切れていたり、使用許諾契約書 (EULA)、UI テキスト、またはコンピュータの適用規則が更新されていることがあります。更新プログラムの新しい改訂版を自動的に承認するよう WSUS サーバーを構成したときに、期限の切れた更新プログラムの改訂版が同期する場合、WSUS サーバーは自動的に更新プログラムを拒否します。更新プログラムの改訂版の自動承認を選択しない場合、WSUS サーバーは古い改訂版を使用するので、更新プログラムの改訂版を手動で承認する必要があります。
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更新プログラムの改訂版を自動的に承認するには
	86. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[自動承認のオプション] の順にクリックします。 

87. [更新プログラムの改訂版] で [更新プログラムの最新の改訂版を自動的に承認する] をクリックします。 

88. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 


優先するまたは優先される更新プログラムの承認
通常、他の更新プログラムに "優先する" 更新プログラムは、次の 1 つまたは複数を実行します。
· 以前にリリースされた 1 つまたは複数の更新プログラムで提供された修正に対する強化、向上、または追加を行います。 

· 更新プログラムのインストールが承認された場合にクライアント コンピュータにインストールされるその更新プログラム ファイル パッケージの処理効率を向上します。たとえば、優先される更新プログラムには、既に修正とは無関係なファイルや、新しい更新プログラムでサポートされるオペレーティング システムには適さなくなったファイルが含まれている場合があるため、これらのファイルは優先する更新プログラムのファイル パッケージには含まれません。 

· より新しいバージョンのオペレーティング システムに更新します。優先する更新プログラムは以前のバージョンのオペレーティング システムをサポートしない場合があることに注意することも重要です。 

反対に、別の更新プログラムに "優先される" 更新プログラムは、次を実行します。
· 優先する更新プログラムに対する同様の脆弱性を修正します。ただし、優先する更新プログラムは優先される更新プログラムが提供する修正を拡張する場合があります。 

· 以前のバージョンのオペレーティング システムを更新します。場合によっては、これらのバージョンのオペレーティング システムが、優先する更新プログラムによって更新されないことがあります。 

[更新プログラム] ページの更新プログラム一覧では、更新プログラムの横のアイコンは、別の更新プログラムに対して優先関係があることを示します。更新プログラムのプロパティの [詳細] タブでは、その更新プログラムが優先するのか、別の更新プログラムによって優先されるのかを確認できます。さらに、[この更新が次の更新に優先] および [次の更新がこの更新に優先] のエントリを確認することによって、優先する更新プログラムまたは優先される更新プログラムを判断できます。更新プログラムのプロパティ ボックスは、[更新プログラム] ページや [コンピュータ] ページなど、WSUS コンソールのさまざまな場所で利用できます。
WSUS は、優先される更新プログラムを自動的には拒否しません。優先する新しい更新プログラムのために優先される更新プログラムを拒否しなければならないとは判断しないことをお勧めします。優先される更新プログラムを拒否する前に、どのクライアント コンピュータでも必要とならないことを確認します。次は、優先される更新プログラムをインストールしなければならない可能性があるシナリオの例です。
· 優先する更新プログラムが新しいバージョンのオペレーティング システムのみをサポートし、いくつかのクライアント コンピュータが以前のバージョンのオペレーティング システムを実行している場合。 

· 優先する更新プログラムが優先される更新プログラムよりも適用に制限があり、一部のクライアント コンピュータに対応していない場合。 

· 新しい変更により、更新プログラムが以前にリリースされた更新プログラムに優先しない場合。各リリース時の変更によって、特定の更新プログラムが以前のバージョンでは優先していた更新プログラムに優先しなくなる場合があります。このシナリオは、優先する更新プログラムが優先しない更新プログラムに置き換わった場合でも、優先される更新プログラムの [詳細] タブに、優先されていることを示すメッセージが表示され続けます。 

優先する更新プログラムを承認するための推奨手順
優先する更新プログラムは、通常、以前にリリースされた優先される更新プログラムによって提供される修正を拡張するため、最初に新しい更新プログラムに対応するクライアント コンピュータの数を確認し、そこから過去にさかのぼって作業することをお勧めします。次のプロセスを使用してください。
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優先する更新プログラムを承認するには
	89. 更新プログラムによって提供される修正が適切であるすべてのコンピュータ上で、優先する更新プログラムの [インストール] を承認します。 

90. コンピュータで承認操作の結果の状態を確認します。更新プログラムに対して [不要] の状態が表示されるコンピュータに注意し、そのコンピュータのプロパティを更新プログラムのプロパティと比較します。 

91. 更新プログラムのプロパティで入手できる情報を使用して、以前にリリースされたどのバージョンの更新プログラムが利用できるかを判断します。たとえば、[詳細] タブの [この更新が次の更新に優先] の内容を参照し、[説明] と [サポート技術情報番号] のエントリがあれば確認します。 

92. そのプロパティを参照するなどして、優先される、以前にリリースされたバージョンの更新プログラムについての情報を取得します。 

93. 残りのクライアント コンピュータに適切と思われる優先される更新プログラムがある場合、その更新プログラムのインストールを承認します。 

94. 目的の修正によってすべてのクライアント コンピュータが更新されるまでこの手順を繰り返します。 


Office 更新プログラムの承認
WSUS を使用してネットワーク コンピュータで Microsoft Office を更新する場合は、次のことを考慮してください。
· Office の使用許諾契約を "ユーザーごと" に購入している場合は、各ユーザーがインストールしている Office を更新することを確認する必要があります。たとえば、1 台のコンピュータで 2 人のユーザーが各自にライセンスされた Microsoft Office を実行している場合があります。つまり、特定の Office を更新するためには、特定のユーザーがそのコンピュータにログオンしている必要があります。たとえば、Microsoft Office を実行しているコンピュータのアカウントを 2 人のユーザーが持っている場合には、2 人とも、ログオンして各自がインストールしている Office を更新する必要があります。そうでないと、いずれかのユーザーが更新バージョンの Office を使用できなくなります。 

ユーザーは公開されている Microsoft Office Online Web サイトにアクセスし、Microsoft Office 更新ウィザードを使用して、インストールされている Office の更新プログラムを検索することができます。グループ ポリシーを使用して、ユーザーが Microsoft Office Online から各自の Office 更新プログラムを入手できないようにするポリシーを作成する必要がある場合があります。 

ユーザーが直接アクセスできる公開 Web サイトの Windows Update や Microsoft Office Online とは異なり、Microsoft Update は WSUS サーバーからのアクセスのみになります。現在はベータ版であり、Office XP と Office 2003 のセキュリティ更新プログラムのみ提供されています。一部の重要な更新プログラムは Microsoft Update では提供されていません。したがって、Microsoft Update では入手できない一部の更新プログラムが Microsoft Office Online Web サイトに表示される場合があります。
SQL Server と Exchange Server の更新の承認
Microsoft SQL Server のインスタンスの更新
1 台のコンピュータに Microsoft SQL Server をインストールする場合、次の SQL Server のシナリオのいずれも使用可能であるため、インストール (インスタンス) が複雑になります。
· SQL サーバーの複数のインスタンスをコンピュータに同時に インストールする
· 複数のバージョン (リリース) の SQL をインストールする
同じコンピュータに複数言語の SQL Server インスタンスをインストールする
· 通常、これらの複数のインスタンスを更新するために追加の操作は必要ありません。製品、更新プログラムのクラス、言語オプションなどの同期オプションを指定するときに、コンピュータに保存されている SQL Server インスタンスのバージョンに対する要件を考慮しているか確認する必要があるだけです。同期オプションの構成の詳細については、「同期のセットアップと実行」を参照してください。
クラスタの一部である Microsoft SQL Server と Microsoft Exchange Server の更新
Microsoft SQL Server と Microsoft Exchange Server はいずれも "クラスタ環境" にインストールできます。これらのプログラムを実行しているクラスタのサーバーで利用可能な更新プログラムがある場合、クラスタの各サーバーを個々に更新する必要があります。更新プログラムは、クラスタ構成のシーケンスでインストールすることをお勧めします。たとえば、最初にアクティブ クラスタ ノードを更新してからフェールオーバーを開始し、次のパッシブ クラスタ ノードをアクティブにしてこれを更新するという作業を、すべてのクラスタ ノードが更新されるまで実行します。 
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注 :  

1 台のサーバー上に、スタンドアロン インスタンスとクラスタ インスタンスの両方の SQL Server をインストールすることができます。この場合、アクティブ クラスタ ノードを更新すると、製品、更新プログラムのクラス、言語などの同期オプションを正しく指定している場合は、同じサーバー上のスタンドアロン インスタンスの SQL Server も更新されます。同期オプションの設定の詳細については、「同期のセットアップと実行」を参照してください。
更新プログラムのテスト   

更新プログラムをインストールしない限り、システムで実行している既存のコードに対する影響を確認できません。更新プログラムを運用環境に展開する前にテスト環境にインストールすると、更新プログラムが運用システムに悪影響を与えないかどうかを事前に分析して評価できます。これによって、予期せぬダウンタイムや生産性の低下を回避できます。
WSUS では、更新プログラムをテストするための独自のコンピュータ グループを作成できます。たとえば、次の図は 3 つのコンピュータ グループを表しています。"テスト" と "経理" の 2 つのカスタム グループが管理者が作成したグループで、"すべてのコンピュータ" は組み込みのグループです。
この例では、"経理" グループに含まれているすべてのコンピュータを代表する少数のコンピュータが、"テスト" グループに属しています。これが仮想テスト ラボとなります。管理者は、最初に "テスト" グループに対して更新プログラムを承認します。テストに成功した場合は、その更新プログラムを "経理" グループ全体に展開できます。 
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この基本シナリオを拡張して、各組織におけるテストのニーズを満たすことができます。たとえば、実際のコンピュータが構成別にグループ化されている場合は、それらに対応する複数のテスト コンピュータ グループを作成できます。
更新プログラムの格納    

このセクションの内容
· 更新プログラムの格納場所の指定
· データベースの管理
 更新プログラムの格納場所の指定
更新ファイルをローカル WSUS サーバー上に格納するか、クライアントがMicrosoft Update から直接取得するかを指定できます。更新ファイルをローカルに格納する方法を選択した場合は、サーバーにダウンロードする更新ファイルの言語を指定できます。更新ファイルを Microsoft Update から直接取得する方法を選択した場合、WSUS サーバーは、[同期のオプション] ページで指定した条件と一致する更新情報 (メタデータ) のみを取得します。この場合、更新プログラムを受信するクライアント コンピュータに更新プログラムをインストールする時点で、更新ファイルが Microsoft Update から直接取得されてダウンロードされます。この方法を使用するときは、クライアント コンピュータが Microsoft Update に直接アクセスできることを確認する必要があります。
ローカル記憶域に関する注意事項
更新ファイルをサーバー上に格納する場合、推奨する最低限のディスク領域は 30 GB です。ただし、指定する同期オプションによっては、より多くのディスク領域を必要とすることがあります。たとえば、以下の手順にあるように、詳細な同期のオプションを指定する場合、複数の言語をダウンロードするオプションや、高速インストール ファイルをダウンロードするオプションを選択すると、サーバーのディスクは簡単に 30 GB に達することがあります。そこで、これらのオプションを選択する場合は、100 GB などの、より大容量のディスクをインストールしてください。  

ディスクがいっぱいになった場合は、より大容量の新しいディスクをインストールして、更新ファイルを新しい場所に移動できます。これを行うには、新しいディスク ドライブの作成後、movecontent コマンドを使用して WSUSutil.exe ツールを実行し、更新ファイルを新しいディスクに移動します。この手順については、「コマンド ラインからの WSUS の管理」を参照してください。
高速インストール ファイルについて
高速インストール ファイルは、通常の更新プログラム パッケージより何倍もサイズが大きいパッケージとしてダウンロードされます。高速インストール ファイルのパッケージには、特定のクライアント コンピュータ構成に適用される、さまざまなバージョンの更新プログラムが含まれています。このオプションを選択すると、複数バージョンの更新ファイルがすべて含まれているパッケージが WSUS サーバーにダウンロードされます。しかし、クライアント コンピュータがそのサーバーに接続すると、そのクライアント コンピュータに必要な更新ファイルだけがダウンロードされます。これは、特定のコンピュータに対応しているファイルです。内部帯域幅の使用状況ほど外部帯域幅について考慮する必要がない場合は、高速インストール ファイルのオプションを選択することも可能です。 

前に述べた帯域幅以外に、高速インストール ファイルのダウンロードを選択する際のもう 1 つの注意事項にはディスク領域があります。高速インストール ファイルのダウンロードを選択すると、より多くのディスク領域が必要となります。したがって、このオプションを選択する場合は、30 GB より大きいディスクを使用してください。
高速インストール ファイルをダウンロードおよび格納するオプションについては、次の手順 3 で説明します。
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ダウンロードする更新ファイルの格納場所を指定するには
	95. WSUS コンソールのツール バーで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックします。 

96. [更新ファイルと更新言語] の [詳細] をクリックします。 

97. [更新ファイル] で、Windows Server Update Services (WSUS) を実行しているサーバーと Microsoft Update のどちらに更新ファイルを格納するか選択します。サーバーに更新ファイルを格納するよう選択する場合は、承認されたときのみ更新ファイルをダウンロードするか、または高速インストール ファイルをダウンロードするか選択できます。
98. WSUS サーバーにファイルを格納するよう選択した場合は、[言語] で、WSUS サーバーにダウンロードする更新プログラムを言語別に制限するかどうか選択し、[OK] をクリックします。既定で選択されている、すべての言語のダウンロードを選択すると、より多くのディスク領域が必要となることに注意してください。WSUS サーバーへの更新ファイルの格納も選択している場合は、できれば、ダウンロードする言語を制限することを検討してください。 

99. [タスク] の [設定の保存]、[OK] の順にクリックします。 
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注 :  

WSUS サーバーをレプリカ モードで実行している場合は、このタスクを実行できません。レプリカ モードの詳細については、「レプリカ モードでの実行」を参照してください。


更新ファイルのローカルでの格納場所の変更
WSUS で更新プログラムをローカルに格納する場所を変更しなければならない場合があります。これは、ディスクがいっぱいになり、新しい更新プログラムを保管する場所がないときに行う必要があります。更新プログラムを格納しているディスクが正常に動作せず、代替のディスクが別の新しいドライブ文字を使用する場合もこの作業が必要になることがあります。
この変更を行うには、WSUSutil.exe の movecontent コマンドを使用します。これは、WSUS のセットアップ時に WSUS サーバーのファイル システムにコピーされるコマンド ライン ツールです。既定では、WSUSutil.exe は次の場所にコピーされます。 

<WSUS のインストール ドライブ>:\Program Files\Microsoft Windows Server Update Services\Tools\

WSUSutil.exe の movecontent コマンドを使用するには、WSUS サーバーのローカル Administrators グループのメンバでなければなりません。これらの操作は、32 ビット プラットフォームである WSUS サーバー自体からのみ実行できます。 

WSUSutil.exe を使用する前に、WSUS 更新プログラムのローカルな格納場所を示す新しいパスを作成しておく必要があります。movecontent コマンドは、オプションの -skipcopy パラメータを取ります。-skipcopy パラメータを使用すれば、ファイルをコピーすることなく WSUS 更新プログラムのローカルの格納場所を変更できます。WSUSutil.exe の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
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WSUS 更新プログラムのローカルの格納場所を変更するには
	100. [スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。
101. [名前] ボックスに「cmd」と入力し、[OK] をクリックします。 

102. コマンド プロンプトで、WSUSutil.exe が保存されているディレクトリに移動します。
103. 次のように入力し、Enter キーを押します。
wsusutil.exe movecontent contentpath logfile [-skipcopy]

たとえば、次のように入力します。
wsusutil.exe movecontent D:\WSUS1\ D:\move.log

D:\WSUS1 は WSUS 更新プログラムのローカルの格納場所への新しいパスで、D:\move.log はそのログ ファイルへのパスです。
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注 :  

WSUSutil.exe を使用して、WSUS 更新プログラムのローカルの格納場所を変更しない場合は、NTFS 機能を使用して、WSUS 更新プログラムの現在のローカルの格納場所にパーティションを追加できます。NTFS の詳細については、Windows Server 2003 のヘルプとサポート センターを参照してください。
データベースの管理
WSUS データベースは、以下の種類の情報が格納される WSUS の必須コンポーネントであり、セットアップ時に構成されます。
· WSUS サーバー構成情報
· 各更新プログラムが何に関して有用なのかを示すメタデータ
注 : 実際の更新ファイルだけでなく、メタデータも Microsoft Update で提供される更新プログラムの一部です。更新ファイルは、Microsoft Update、または WSUS サーバーのいずれかに個別に格納されます。詳細については、「更新プログラムの格納場所の指定」を参照してください。
· クライアント コンピュータ、更新プログラム、およびクライアントと更新プログラムの相互作用についての情報
サーバーとネットワークの構成に応じて、WSUS インストールでは、MSDE、WMSDE、または SQL Server 2000 データベースを実行します。WSUS インストール時のデータベース オプションの詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) の「WSUS に使用するデータベースを選択する」を参照してください。 

次の表は、場合によっては通常操作の一部として実行する必要がある、展開以外のタスクです。
オプションで行う可能性のあるデータベース管理タスク
	データベース
	タスク

	MSDE
	· 2 GB の上限に到達したら、データベースの容量を増やします。詳細については、「コマンド ラインからの WSUS の管理」を参照してください。 

· バックアップと復元を行います。詳細については、「Windows Server Update Services のバックアップ」を参照してください。
· MSDE から SQL Server 2000 にデータベースをアップグレードする場合など、データを SQL Server 2000 データベースに移動します。

	WMSDE
	· バックアップと復元を行います。詳細については、「Windows Server Update Services のバックアップ」を参照してください。
· データを SQL Server 2000 データベースに移動します。たとえば、WMSDE から SQL Server 2000 にデータベースをアップグレードする場合など。

	SQL Server 2000
	· バックアップと復元を行います。 

· データを別の SQL Server 2000 データベースに移動します。たとえば、WSUS を別のサーバーに移動し、再びそのデータベースに対して SQL Server 2000 を使用する場合など。


レプリカ モードでの実行    

レプリカ モードで実行している WSUS サーバーは、管理サーバーで作成された更新プログラムの承認とコンピュータ グループを継承します。レプリカ モードを使用するシナリオでは、通常、1 台の管理サーバーと、サイトや組織の構造に基づいて組織全体に分散した 1 つまたは複数の下位のレプリカ WSUS サーバーがあります。管理サーバー上で更新プログラムを承認し、コンピュータ グループを作成すると、レプリカ モードのサーバーがミラー化を実行します。レプリカ モードのサーバーは WSUS のセットアップ時にのみセットアップできます。このシナリオを実装すると、組織で更新プログラムの承認とコンピュータ グループを集中管理することが重要になる可能性があります。
WSUS サーバーをレプリカ モードで実行している場合、限られた管理機能しかサーバー上で実行できません。主に次のような機能があります。
· コンピュータ グループからのコンピュータの追加と削除
· コンピュータ グループのメンバシップはレプリカ サーバーではなく、コンピュータ グループ自体にのみ配布されます。このため、レプリカ モードのサーバーでは、管理サーバーで作成したコンピュータ グループを継承します。ただし、コンピュータ グループは空です。次に、レプリカ サーバーに接続するクライアント コンピュータをコンピュータ グループに割り当てる必要があります。
· 同期スケジュールの設定
· プロキシ サーバー設定の指定
· 更新元の指定
· これには、管理サーバー以外のサーバーを指定できます。
· 利用可能な更新プログラムの表示
· 更新、同期、およびコンピュータの状態の監視とサーバー上の WSUS 設定の監視
· レプリカ モードのサーバーでは、標準の WSUS レポートをすべて使用できます。
レプリカ モードでのセットアップと実行の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
Windows Server Update Services のバックアップ      

WSUS は組み込みのバックアップ ツールを提供しませんが、Windows 2000 または Windows Server 2003 を実行しているすべてのサーバーで使用できるバックアップ ユーティリティを使用して、WSUS データベースと更新ファイルの格納フォルダの両方を簡単にバックアップして復元できます。バックアップ ユーティリティは Ntbackup.exe とも呼ばれます。
WSUS のバックアップでは、次をバックアップします。
· WSUS データベース。これには次が含まれます。 

· 更新メタデータ。これには、プロパティなど、更新プログラムについての情報が含まれます。メタデータには使用許諾契約書 (EULA) も格納されています。 

· WSUS サーバー構成情報。これには、WSUS コンソールを使用して指定したオプションやセットアップ時に WSUS によって自動的に構成された設定など、WSUS サーバーのすべての設定が含まれます。 

· クライアント コンピュータ、更新プログラム、およびクライアントと更新プログラムの相互作用についての情報。この情報には、更新プログラムの状態とクライアント コンピュータの状態を表示してレポートを実行する場合に、WSUS コンソールからアクセスできます。 

· 更新ファイルが格納されるフォルダ。更新ファイルは、更新プログラムをコンピュータにインストールする際に必要な実際のファイルです。既定では、更新ファイルは WSUS サーバーの %systemdrive%\WSUS\WSUSContent フォルダに格納されます。セットアップ時または [オプション] ページで更新ファイルを Microsoft Update に格納するよう選択した場合は、WSUS サーバー上にある更新ファイルの格納フォルダをバックアップする必要はありません。 

WSUS によってインストールされない Microsoft SQL Server 2000 のフル バージョンをデータベースに使用している場合は、バックアップ ユーティリティの代わりに SQL Server Enterprise Manager を使用できます。SQL Server Enterprise Manager の詳細については、SQL Server のドキュメントを参照してください。WSUS のデータベース オプションと構成の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
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更新ファイルの格納フォルダをバックアップするには
	104. WSUS サーバー上で、[スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。 

105. [名前] ボックスに「%systemdrive%\%windir%\system32\ntbackup.exe」と入力し、[OK] をクリックします。 

106. バックアップまたは復元ウィザードで、[次へ] をクリックします。 

107. [ファイルと設定のバックアップを作成する] が選択されていることを確認し、[次へ] をクリックします。 

108. [項目を指定する] をクリックし、[次へ] をクリックします。 

109. %systemdrive%\WSUS\ の下にある [WSUSContent] フォルダを選択し、[次へ] をクリックします。 

110. [参照] ボタンを使用してバックアップを保存する場所を選択し、バックアップの名前を入力して、[次へ] をクリックします。 

111. 増分バックアップかどうか、バックアップを確認するかどうかなどのバックアップの指定、定期的なバックアップ スケジュール、またはその他のオプションの設定など、バックアップに関する詳細設定を追加する場合は、[詳細設定] をクリックしてウィザードの指示に従います。 

112. ウィザードが終了したら、[完了] をクリックします。 

113. バックアップが完了したというメッセージが表示されたら、[閉じる] をクリックします。 
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WSUS データベースをバックアップするには
	114. WSUS サーバーで、[スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。 

115. [名前] ボックスに「%systemdrive%\%windir%\system32\ntbackup.exe」と入力し、[OK] をクリックします。 

116. バックアップまたは復元ウィザードで、[次へ] をクリックします。 

117. [ファイルと設定のバックアップを作成する] が選択されていることを確認し、[次へ] をクリックします。 

118. [項目を指定する] をクリックし、[次へ] をクリックします。 

119. %systemdrive%\WSUS\MSSQL$WSUS\ の下にある [Data] および [LOG] フォルダを選択して、[次へ] をクリックします。 

120. [参照] ボタンを使用してバックアップを保存する場所を選択し、バックアップの名前を入力して、[次へ] をクリックします。 

121. 増分バックアップかどうか、バックアップを確認するかどうかなどのバックアップの指定、定期的なバックアップ スケジュール、またはその他のオプションの設定など、バックアップに関する詳細設定を追加する場合は、[詳細設定] をクリックしてウィザードの指示に従います。 

122. ウィザードが終了したら、[完了] をクリックします。 

123. バックアップが完了したというメッセージが表示されたら、[閉じる] をクリックします。
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更新ファイルの格納フォルダを復元するには
	124. WSUS サーバー上で、[スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。 

125. [名前] ボックスに「%systemdrive%\%windir%\system32\ntbackup.exe」と入力し、[OK] をクリックします。 

126. バックアップまたは復元ウィザードで、[次へ] をクリックします。 

127. [ファイルと設定を復元する] をクリックして、[次へ] をクリックします。 

128. [復元する項目] ダイアログ ボックスの [復元する項目] で %systemdrive%\WSUS\ の下にある [WSUSContent] フォルダを含むファイルを展開して、[次へ] をクリックします。 

· または、復元する %systemdrive%\WSUS\WSUSContent フォルダのサブセットを選択することもできます。%systemdrive%\WSUS\WSUSContent フォルダ内でサブフォルダとファイルを 1 つ、すべて、または組み合わせて復元できます。
129. ファイルまたはフォルダを別の場所に復元するかどうか、既存のファイルと置き換えるかどうか、セキュリティ設定を復元するかどうか、その他のオプションを指定するかどうかなど、復元に追加の仕様を設定する場合は、[詳細設定] をクリックしてウィザードの指示に従います。 

130. ウィザードが終了したら、[完了] をクリックします。 

131. 復元が完了したというメッセージが表示されたら、[閉じる] をクリックします。 
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WSUS データベースを復元するには
	132. WSUS サーバーで、[スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。 

133. [名前] ボックスに「%systemdrive%\%windir%\system32\ntbackup.exe」と入力し、[OK] をクリックします。 

134. バックアップまたは復元ウィザードで、[次へ] をクリックします。 

135. [ファイルと設定を復元する] をクリックして、[次へ] をクリックします。 

136. [復元する項目] ダイアログ ボックスの [復元する項目] で %systemdrive%\WSUS\MSQL$WSUS の下にある [Data] および [LOG] フォルダを含むファイルを展開して、[次へ] をクリックします。 

· または、復元する %systemdrive%\WSUS\MSQL$WSUS\Data フォルダまたは %systemdrive%\WSUS\MSQL$WSUS\LOG フォルダのサブセットを選択できます。%systemdrive%\WSUS\MSQL$WSUS\Data フォルダおよび %systemdrive%\WSUS\MSQL$WSUS\LOG フォルダ内では、サブフォルダとファイルを 1 つ、すべて、または組み合わせて復元できます。
137. ファイルまたはフォルダを別の場所に復元するかどうか、既存のファイルと置き換えるかどうか、セキュリティ設定を復元するかどうか、その他のオプションを指定するかどうかなど、復元に追加の仕様を設定する場合は、[詳細設定] をクリックしてウィザードの指示に従います。 

138. ウィザードが終了したら、[完了] をクリックします。 

139. 復元が完了したというメッセージが表示されたら、[閉じる] をクリックします。 


Windows Server Update Services を使用したベスト プラクティス    

ここでは、WSUS を使用して更新プログラムを管理するベスト プラクティスについて説明します。
生産性が低下する可能性がほとんどないときにコンピュータで更新プログラムをインストールするよう、スケジュールする
WSUS サーバーを含むコンピュータの更新プロセスを管理する際の主な目標の 1 つに、生産性が低下する可能性がほとんどないときに、計画的なダウンタイムを発生させることがあります。以下は、これを実行する際の提案です。 

· わずかのオフライン時間で効率的に WSUS サーバーや特定のコンピュータを更新するには、WSUS サーバーやコンピュータを独自のコンピュータ グループに配置し、たとえば、日曜日の午前 3 時など、WSUS サーバーやコンピュータがダウンしてもかまわない時刻に期日を設定して、そのグループに展開します。このオプションを使用する場合は、サーバーやコンピュータを通常管理する担当者と、WSUS を使用してコンピュータの更新を管理する担当者を同一人物にするか、別の人物の場合は、同じスケジュールで作業することをお勧めします。
· 2 週間後などの期日を使用して更新プログラムを展開します。日曜日の午前 3 時など、短時間オフラインとなってもかまわない時刻にスケジュールされたインストールを行うよう WSUS サーバーやコンピュータを設定します。このオプションを使用する場合は、通常サーバーやコンピュータを管理する担当者と、WSUS を使用したコンピュータの更新を管理する担当者が、異なるスケジュールで作業することをお勧めします。
· 更新プログラムのインストール後に再起動しないようにするか、または再起動が必要でない更新プログラムを直ちにインストールするように、グループ ポリシーを使用してクライアント コンピュータまたは WSUS サーバーを構成します。(更新プログラムのインストールを承認する前に、更新プログラムのプロパティの [説明] フィールドを読んで、更新プログラムでコンピュータを再起動する必要があるかどうかを判断できます。WSUS コンソールの [更新プログラム] ページの更新プログラム一覧で、該当する更新プログラムを選択すると、そのプロパティを表示できます。) たとえば、次のように操作します。
· コンピュータの再起動を必要としない更新プログラムがあれば直ちにインストールするポリシーを有効にして、毎日更新プログラムがインストールされるようにします。これにより、インストールする準備ができたときに、サービスを中断しない更新プログラムをインストールできます。つまり、日曜日の朝にインストールするようスケジュールする必要はありません。このポリシーのタイトルは、[自動更新を直ちにインストールすることを許可する] です。詳細については、以降に記載する表を参照してください。
· 更新プログラムのインストール後にコンピュータを再起動しないようにするポリシーを有効にして、もっと頻繁にインストールをスケジュールします。このポリシーのタイトルは、[自動更新を構成する] です。詳細については、以降に記載する表を参照してください。
複数のコンピュータに直ちに更新プログラムをインストールする必要がある場合に、グループ ポリシーを使用する
ネットワークで Active Directory をセットアップしている場合、1 つまたは複数のコンピュータを 1 つのグループ ポリシー オブジェクト (GPO) に含めて、その GPO を WSUS 設定で構成することで、それらのコンピュータを同時に構成できます。WSUS 設定のみを含む新しいグループ ポリシー オブジェクト (GPO) を作成することをお勧めします。この WSUS GPO を環境に適した Active Directory コンテナにリンクさせます。単純な環境では、1 つの WSUS GPO をドメインにリンクさせます。より複雑な環境では、複数の WSUS GPO を複数の組織単位 (OU) にリンクさせることができます。これにより、異なる WSUS ポリシー設定を異なる種類のコンピュータに適用できます。 
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重要 :  

[既定のドメイン] または [既定のドメイン コントローラ] の GPO を編集しないことをお勧めします。
通常、Active Directory のネットワーク環境で、グループ ポリシーを使用して WSUS を構成する場合、1 日に 1 回 WSUS サーバーに接続して更新プログラムをダウンロードするようクライアント コンピュータを設定します。既定では、これは 22 時間ごとですが、この後で説明するランダムな時間のずれが差し引かれます。そのときに、新しい更新プログラムに対して指定した、インストール、検出、削除などの承認操作がクライアント コンピュータで実行されます。 

ただし、セキュリティの脅威を認識し、直ちにセキュリティの脅威からコンピュータを保護する場合は、もっと頻繁にコンピュータが WSUS サーバーに接続して、更新プログラムをダウンロードおよびインストールするようスケジュールをセットアップしてください。 
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グループ ポリシーを使用してコンピュータを更新する方法と時期を指定するには
	140. グループ ポリシー オブジェクト エディタで、[コンピュータの構成]、[管理用テンプレート]、[Windows コンポーネント] の順に展開し、[Windows Update] をクリックします。 

141. グループ ポリシー オブジェクト エディタの詳細ペインで、適切なポリシーを構成します。設定する可能性のあるポリシーの例については、次の表を参照してください。


コンピュータの接続頻度と自動更新の動作を構成するためのポリシー
	ポリシー
	説明

	自動更新を構成する
	更新プログラムのインストール スケジュールを指定します。必要な場合は、コンピュータの再起動スケジュールを指定してください。

	スケジュールされた自動更新インストールでは自動再起動しない
	スケジュールされたインストールを完了するため、コンピュータを自動的に再起動するのではなく、ログオンしているユーザーがコンピュータを再起動することを自動更新が待つように指定します。

	自動更新の検出頻度
	コンピュータが WSUS サーバーに接続する頻度を構成します。接続間の正確な時間は、実際にはここで指定した時間から、指定した時間の 0 ～ 20 % を差し引いた時間になります。たとえば、このポリシーを使用して 20 時間の接続頻度を指定する場合、このポリシーが適用されるクライアント コンピュータはすべて 16 ～ 20 時間の間に更新プログラムが確認されます。このポリシーを [無効] または [未構成] に設定しておくと、Windows は既定の 22 時間間隔で利用可能な更新プログラムを確認します。 

	自動更新を直ちにインストールすることを許可する
	Windows サービスを中断せず、Windows を再起動もしない特定の更新プログラムを、自動更新で自動的にインストールするかどうかを指定します。


構成した新しいポリシーが有効になるまで数分かかります。グループ ポリシーの更新後、クライアント コンピュータに新しい設定が適用されるまで約 20 分かかります。既定では、コンピュータのグループ ポリシーは、0 ～ 30 分のランダムな時間のずれはありますが、バックグラウンドで 90 分ごとに更新されます。グループ ポリシーをもっと短い時間で更新する場合は、クライアント コンピュータのコマンド プロンプトで、「gpupdate /force」と入力します。 

グループ ポリシーの詳細については、グループ ポリシーについてのページ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=14232) (英語情報) を参照してください。Active Directory および Active Directory 以外のネットワーク環境でクライアント コンピュータをセットアップおよび構成するオプションの詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777) を参照してください。
コマンド ラインからの WSUS の管理     

このトピックでは、以下について説明します。
· WSUSutil.exe およびそのパラメータの目的と機能の概要。
· 特定のタスクを実行するために使用する構文とその定義。 

· シナリオなどの詳細が記載されている Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメントへのリンク。 

WSUSutil.exe の実行
WSUSutil.exe は、コマンド ラインからの WSUS サーバーの管理に使用できるツールです。WSUSutil.exe は、WSUS サーバーの %drive%\Program Files\Update Services\Tools フォルダに保存されています。WSUSutil.exe で特定のコマンドを実行すると、次の表で説明する特定の機能を実行できます。WSUSutil.exe を特定のコマンドで実行するときに使用する構文については、表に従ってください。
WSUSutil で使用できるコマンドの概要
	コマンド
	実行内容
	使用する場合

	export 


	エクスポート/インポート プロセスの前半のプロセス。 

export コマンドは、更新メタデータをエクスポート パッケージ ファイルにエクスポートします。このパラメータを使用して、更新ファイル、更新プログラムの承認、またはサーバー設定をエクスポートすることはできません。 
	· インターネットの接続が制限または制約されているネットワークを実行している場合、継続的に使用します。

	import
	エクスポート/インポート プロセスの後半のプロセス。 

import コマンドは、ある WSUS サーバーで作成されたエクスポート パッケージ ファイルから別のサーバーに更新メタデータをインポートします。これにより、ネットワーク接続を使用せずに、インポート先の WSUS サーバーが同期されます。 
	· 接続が制限または制約されているネットワークを実行している場合、継続的に使用します。

	migratesus
	SUS 1.0 サーバーの更新プログラムの承認を WSUS サーバーに移行します。 
	· 実装している SUS 1.0 を WSUS にアップグレードする場合 

	movecontent
	WSUS サーバーで更新ファイルが格納されているファイル システムの場所を変更し、前の場所の更新ファイルを新しい場所にコピーします。
	· ハード ディスクがいっぱいの場合
· ディスクが正常に動作しない場合

	reset
	データベースのすべての更新メタデータ行に、ファイル システムに格納されている対応する更新ファイルが含まれていることを確認します。更新ファイルが不足していたり壊れていた場合、WSUS は更新ファイルをもう一度ダウンロードします。 
	· WSUS データベースを復元した後
· トラブルシューティング時

	deleteunneededrevisions
	不必要な更新プログラムの改訂版の更新メタデータを、データベースから削除します。
	· MSDE がいっぱいのときに、領域を確保する場合

	listinactiveapprovals


	サーバーの言語設定の変更のために承認が常時非アクティブ状態になっている更新プログラムのタイトルの一覧を返します。
	· レプリカ サーバーの親であるアップストリーム サーバーの言語設定を変更し、指定した新しい言語に含まれていないためにアクティブでなくなった更新プログラムを表示する場合。たとえば、非アクティブの承認を削除するかどうかを判断するために、非アクティブの承認一覧を表示する場合に、このコマンドを実行します。removeinactiveapprovals コマンドを実行する前に、このコマンドを実行する必要はありません。

	removeinactiveapprovals
	WSUS サーバーの言語設定の変更のために、承認が常時非アクティブ状態になっている更新プログラムの承認を削除します。
	· レプリカ サーバーの親であるアップストリーム サーバーの言語設定を変更し、指定した新しい言語に含まれていないためにアクティブでなくなった更新プログラムを削除する場合。この場合は、親サーバーとレプリカ サーバーに表示される更新プログラム数の不一致が修正されます。このコマンドを実行する前に、listinactiveapprovals コマンドを実行する必要はありません。  


Export

更新プログラムのエクスポートとインポートに関する背景と手順については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777) の「接続されていないネットワークをセットアップする (更新プログラムのインポートとエクスポート)」を参照してください。
構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil export package logfile
パラメータを次の表で定義します。
	パラメータ
	定義

	package
	作成する package .cab のパスとファイル名。

	logfile
	作成するログ ファイルのパスとファイル名。

	/help または /?
	export コマンドのコマンド ライン ヘルプを表示します。


Import

更新プログラムのエクスポートとインポートに関する背景と手順については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777) の「接続されていないネットワークをセットアップする (更新プログラムのインポートとエクスポート)」を参照してください。
構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil import package logfile
パラメータを次の表で定義します。
	パラメータ
	定義

	package
	インポートする package .cab のパスとファイル名。

	logfile
	作成するログ ファイルのパスとファイル名。

	/help または /?
	import コマンドのコマンド ライン ヘルプを表示します。


Migratesus

SUS 1.0 から WSUS に以降するシナリオとその関連手順については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777) の「SUS サーバーから WSUS サーバーに移行する」で説明しています。
構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil migratesus [/content contentshare] [/approvals servername [computergroup]] [/log logfile] [/?] 

パラメータを次の表で定義します。
	パラメータ
	定義

	/content contentshare
	SUS 1.0 のコンテンツを移行します。contentshare は、SUS 1.0 コンテンツが含まれるフォルダへのパスです。

	/approvals servername
	SUS 1.0 サーバーの承認を移行します。servername は、SUS 1.0 サーバーの名前です。

	computergroup
	承認を適用するコンピュータ グループ。

	/help または /?
	migratesus コマンドのコマンド ライン ヘルプを表示します。

	/log logfile
	移行処理を記録するファイル。


Movecontent

このコマンドを実行すると、WSUSutil.exe により次の処理が実行されます。
· 更新ファイルを前の格納場所から新しい場所にコピーします。
· 更新ファイルの新しい格納場所を参照するように WSUS データベースを更新します。
更新ファイルの移行先フォルダは、NTFS パーティション上にある必要があります。更新ファイルが既に移行先フォルダに存在している場合、コンテンツの移動ツールは更新ファイルのコピーを行いません。WSUSutil.exe は、元のフォルダで設定されていたのと同じアクセス許可を移行先フォルダで設定します。  
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注 :  

更新ファイルを以前の格納場所から新しい場所にコピーするときは、xcopy、バックアップ ユーティリティ、またはその他の WSUS 固有でない方法を使用できます。WSUSutil.exe 以外の方法を使用してファイルをコピーする場合、移行の 2 番目の部分を実行するには WSUSutil.exe を使用する必要があります。この場合、WSUSutil.exe の実行時に skipcopy パラメータを使用します。詳細については、以下の「構文」を参照してください。
更新ファイルを別の WSUS ドライブに移行する場合には、次の 2 つのシナリオがあります。
· ドライブがいっぱいの場合
· ハード ディスクが正常に動作しない場合
ドライブがいっぱいの場合
WSUS が更新ファイルを格納するドライブがいっぱいの場合、次のいずれかの操作を実行できます。
· NTFS 機能を使用して、現在のドライブの領域を増やします。これは WSUSutil.exe を使用せずに行います。この方法は、WSUS の構成や動作に影響しません。
· 新しいドライブをインストールしてから、Wsusutil.exe を使用して、古いドライブに格納されている更新ファイルを新しい場所に移行します。
ハード ディスクが正常に動作しない場合
更新ファイルが格納されているハード ディスクが正常に動作しない場合は、次の操作を実行する必要があります。
142. コンピュータに新しいディスクをインストールし、次にバックアップ ファイルから更新ファイルを復元します。注 : 更新ファイルをバックアップしていなかった場合は、コンテンツ移行処理の最後に WSUSutil.exe が不足しているファイルをダウンロードします。
143. 新しいディスクの格納場所を指定して、コンテンツ移行処理を実行します。また、バックアップ ユーティリティを使用して新しいフォルダにファイルを格納しているか、ソース フォルダが存在していないかなので、skipcopy パラメータを指定します。このプロセスの最後に、更新ファイルがダウンロードされます。
144. 移行処理が完了すると、不足しているファイルがすべてダウンロードされます。
構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil movecontent contentpath logfile -skipcopy [/?] 

パラメータを次の表で定義します。
	パラメータ
	定義

	contentpath
	コンテンツ ファイルの新しいルート。パスが存在している必要があります。

	logfile
	作成するログ ファイルのパスとファイル名。

	-skipcopy
	サーバー構成のみ変更し、コンテンツ ファイルはコピーする必要がないことを指定します。

	/help または /?
	movecontent コマンドのコマンド ライン ヘルプを表示します。


Reset

このコマンドは、更新プログラムを WSUS サーバーにローカルに格納し、WSUS データベースに格納されているメタデータ情報が正確であることを確認する場合に使用します。このコマンドを使用して、WSUS データベースのすべての更新メタデータ行が、WSUS サーバー上の更新ファイルのローカルの格納場所に格納されている更新ファイルに対応していることを確認します。更新ファイルが不足していたり壊れていた場合、WSUS は更新ファイルをもう一度ダウンロードします。このコマンドは、データベースの格納後や、更新プログラムの承認に関するトラブルシューティングの第 1 段階として実行すると役立つことがあります。
構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil reset

Deleteunneededrevisions

たとえば、Windows 2000 を実行しているサーバーで WSUS を使用している場合など、WSUS 実装で MSDE データベースを使用している場合は、データベースが 2 GB の上限に達したときに、定期的にこのコマンドを実行してください。データベースがいっぱいになると、新しい更新プログラムとサーバーとの同期、新しいコンピュータの追加、既存のクライアント コンピュータからのイベントのインポートが実行できなくなります。 

定期的に使用する場合、更新プログラムは大容量であり、また、更新プログラムの発行者は各更新プログラムについて複数の改訂版を作成して、サーバーが指定された製品と更新プログラムのクラスについて自動的に同期を行うため、すぐに 2 GB に達する可能性があります。また、クライアント コンピュータのイベント情報もデータベースを使用します。MSDE データベースが上限近くに達すると、このコマンドをすぐに実行するよう通知するメッセージが WSUS コンソールの ホーム ページに表示されます。このコマンドを実行すると、不必要な改訂版とその改訂版に関連するイベントが、データベースから削除されます。 

不必要な改訂版とは、少なくとも 1か月以内にコンピュータ グループに展開されなかった、ソフトウェアまたはドライバの更新プログラムの改訂版です。これらは、少なくとも 1か月間コンピュータ グループに展開されなかった、有効期限の切れたドライバの更新プログラムの最新改訂版でもあります。これらのいずれのケースでも、1 か月の期間を間接的に変更できます。このコマンドを実行するプロセスで、1 GB を超えるデータベース サイズを 25% 未満縮小すると、期間が 7 ～ 15 日自動的に短縮されます。
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注 :  

WSUS で使用できるデータベースの詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777) の「WSUS に使用するデータベースを選択する」を参照してください。
構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil deleteunneededrevisions
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重要 :  

このコマンドを実行する前に、IIS の World Wide Web 発行サービスを停止する必要があります。サービスの再開は、このコマンドの実行が終了した後にのみ行ってください。IIS サービスを停止または開始するには、WSUS がインストールされている Web サイトに移動して右クリックし、[停止] または [開始] をクリックします。既定では、このサイトは [既定の Web サイト] です。 

Listinactiveapprovals

アップストリーム WSUS サーバーで言語オプションを変更すると、親のアップストリーム サーバーで承認された更新プログラム数が、レプリカ サーバーで承認されている更新プログラム数と一致しない状態となることがあります。 

この状態となる場合を次に示します。
親のアップストリーム サーバーを Microsoft Update から同期するように構成し、言語設定を既定の [すべての言語] に設定したままにします。そして、300 個の更新プログラムの同期と承認を実行します。300 個のうち 50 個は、英語でない更新プログラムです。次に、サーバーの言語設定を [英語のみ] に変更します。この後、レプリカ サーバーは親のアップストリーム サーバーから同期を行い、"アクティブ" な承認のみダウンロードします。レプリカ サーバーは常にアクティブな承認のみ実行するので、現在、これは英語のみになります。この時点で、親サーバーの WSUS コンソールを見ると、300 個の更新プログラムが承認されていると表示されます。レプリカ サーバーで同じことを実行した場合は、250 個のみが承認されていると表示されます。listinactiveapprovals を使用して、親のアップストリーム サーバーの常時非アクティブな更新プログラム一覧を表示します。この場合は、英語でない 50 個の更新プログラムが表示されることになります。たとえば、非アクティブの承認を削除するかどうかを判断するために、非アクティブの承認一覧を表示する場合に、このコマンドを実行します。removeinactiveapprovals コマンドを実行する前に、このコマンドを実行する必要はありません。  

構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil listinactiveapprovals

Removeinactiveapprovals

このコマンドを使用するシナリオは、listinactiveapprovals で説明したシナリオと同じです。ただし、親のアップストリーム サーバーの非アクティブの承認を表示するには listinactiveapprovals を使用しますが、その承認の削除には removeinactiveapprovals を使用します。このコマンドを実行する前に、listinactiveapprovals を実行する必要はありません。  

構文
コマンド ライン %drive%\Program Files\Update Services\Tools> で、次のように入力します。
wsusutil removeinactiveapprovals

Windows Server Update Services による監視  

このセクションの内容
· 更新プログラムの状態に関する用語
· レポートの実行
更新プログラムの状態に関する用語   

WSUS コンソールのさまざまな場所から更新状態にアクセスできます。次の表は、WSUS によって報告される更新プログラムの状態を示しています。通常、WSUS では、特定のコンピュータまたはコンピュータ グループについて更新プログラムの状態が提示されます。たとえば、1 台のコンピュータ上での更新プログラムの状態を表示することや、更新プログラムが既にインストールされている、コンピュータ グループ X に属する 5 台のコンピュータの状態を表示する、といったことが可能です。 

更新状態の定義
	状態
	説明

	インストール
	更新プログラムがコンピュータにインストールされました。

	必要
	これは、検出のみの承認による肯定的な結果です。1 台のコンピュータの状態を参照している場合、[必要] は、更新プログラムがそのコンピュータに対応しており、インストールが必要であることを意味しています。コンピュータ グループの状態を参照している場合、[必要] 列には、そのグループ内で、更新プログラムが対応しているコンピュータの数が表示されます。さらに、クライアント コンピュータが WSUS サーバーに最後に接続した時点で更新プログラムが対応していることはわかっているが、まだインストールされていない場合も、[必要] という肯定的な結果が生成されます。したがって、更新プログラムの状態が [必要] である場合は、次のいずれかに当てはまります。
更新プログラムのインストールを承認したが、この変更を行ってから、クライアント コンピュータがまだ WSUS サーバーに接続していない。 

検出のみの操作を実行しているが、更新プログラムのインストールをまだ承認していない。 

更新プログラムが既にダウンロードされ、インストールされているが、更新プログラムのインストール後に、クライアント コンピュータがまだ WSUS サーバーに接続していない。 

更新プログラムが既にダウンロードされ、インストールされているが、変更を有効にするにはクライアント コンピュータを再起動する必要があり、クライアント コンピュータがまだ再起動されていない。 

更新プログラムがコンピュータにダウンロードされているが、まだインストールされていない。 

更新プログラムがコンピュータにダウンロードもインストールもされていない。

	不要
	これは、検出のみの承認による否定的な結果です。1 台のコンピュータの状態を参照している場合、[不要] は、更新プログラムがそのコンピュータに対応していない、またはそのコンピュータで必要ではないことを意味しています。コンピュータ グループの状態を参照している場合、[不要] 列には、そのグループ内で、更新プログラムが対応していないコンピュータ、または更新プログラムを必要としていないコンピュータの数が表示されます。

	不明
	通常、これは、更新プログラムが WSUS サーバーに同期されたときから、コンピュータが WSUS サーバーに接続していないことを意味しています。

	失敗
	コンピュータ上で更新プログラムの検出またはインストール時にエラーが発生しました。

	前回の接続
	コンピュータが前回 WSUS サーバーに接続した日付です。


レポートの実行    

レポートを使用すると、Windows Server Update Services 実装のコンポーネントを監視できます。 

[レポート] ページの使用
[レポート] ページから、4 種類の主要レポートを生成できます。これらのレポートについては、次の表および以下のセクションで説明します。
[レポート] ページで入手可能なレポート
	レポート名
	機能

	更新の状態
	承認されたすべての更新プログラムの状態が、コンピュータ グループ別とコンピュータ別に表示されます。

	コンピュータの状態
	クライアント コンピュータの状態とそのコンピュータの更新プログラムの状態が表示されます。たとえば、インストール済みの更新プログラムや特定のコンピュータに必要な更新プログラムの概要などです。

	同期の結果
	新しい更新プログラム、更新プログラムの改訂版、および同期中に発生したエラーの一覧が表示されます。

	設定の概要
	[オプション] ページで構成した設定の概要が表示または印刷されます。


更新の状態レポート
更新の状態レポートでは、承認されたすべての更新プログラムの状態を表示できます。レポートは 3 つの方法で表示できます。更新の状態は、高レベル、コンピュータ グループ別、およびコンピュータ別に表示できます。 

レポートには、クライアント コンピュータと WSUS サーバー間の最新の接続により生成された情報が表示されます。クライアント コンピュータが WSUS サーバーに接続する頻度は、グループ ポリシーで構成されます。既定では、22 時間ごとです。クライアント コンピュータの接続頻度を変更しない場合、最新の承認が反映されるように、更新プログラムを承認した翌日にこのレポートを生成してください。グループ ポリシーの構成の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
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注 :  

クライアント コンピュータと WSUS サーバー間の接続を開始するために、WSUS クライアント ソフトウェア (自動更新) を実行しているクライアント コンピュータのコマンド ライン ツールを使用できます。これは、特定のコンピュータの更新状態を直ちに入手する場合に役立つことがあります。このツールを実行すると、強制的に接続を行い、更新の状態レポートを生成することができます。
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クライアント コンピュータと WSUS サーバー間の接続を直ちに開始するには
	· クライアント コンピュータのコマンド プロンプトで、「wuauclt.exe /detectnow」と入力し、Enter キーを押します。
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更新の状態レポートを実行するには
	145. WSUS コンソールのツール バーで、[レポート] をクリックします。 

146. [レポート] ページで、[更新の状態] をクリックします。 


更新の概要ビュー
更新の概要ビューは、更新の状態レポートの実行時に表示される既定のビューです。既定では、レポートには承認された更新プログラムがアルファベット順に表示されます。
[ビュー] で適切な選択を行い、[適用] をクリックすると、承認操作別とコンピュータ グループ別の両方で表示をフィルタできます。更新の状態レポートを閉じると、指定したフィルタは、すべての更新プログラムの既定の一覧にリセットされます。
更新の概要ビューに表示される列について、次の表で説明します。
更新の概要ビューに表示される列の説明
	列名
	説明

	タイトル
	更新プログラムの名前。
更新プログラムのプロパティを表示するには、この列で更新プログラムをクリックします。更新プログラムのプロパティ ボックスでは、次の情報が提供されます。
[詳細] タブ。更新プログラムの一般情報が表示されます。
[状態] タブ。更新プログラムの状態情報がコンピュータ グループ別に表示されます。これは、コンピュータ グループ ビューにも表示されます。コンピュータ グループを展開すると、このビューをコンピュータ ビューにも展開できます。 

[改訂版] タブ。更新プログラムの変更情報が表示されます。

	インストール
	更新プログラムがインストールされているコンピュータの数。

	必要
	更新プログラムが適用可能であるがインストールされていないコンピュータの数。これらのコンピュータでは、更新プログラムに対する検出のみの操作が実行されます。更新プログラムで再起動が必要な場合は、更新プログラムをインストールしたコンピュータは、再起動されるまで [必要] 列に表示されます。

	失敗
	ダウンロード、インストール、または削除 (アンインストール) に失敗したことが最後にレポートされたコンピュータの数。 

	最終更新日時
	この更新プログラムに対する最新の操作が行われた日時。 


コンピュータ グループ ビュー
コンピュータ グループ ビューには、更新の状態がコンピュータ グループ別に表示されます。このビューを使用するには、更新の概要ビューに表示されているいずれかの更新プログラムを展開します。 

コンピュータ グループ ビューに表示される列について、次の表で説明します。
コンピュータ グループ ビューに表示される列の説明
	列名
	説明

	コンピュータ グループ
	更新プログラムの対象となったコンピュータ グループの名前。

	承認
	そのグループに対して承認された、この更新プログラムの操作。

	期日
	期日を設定した場合の、操作の期日。

	インストール
	更新プログラムがインストールされているコンピュータの数。

	必要
	更新プログラムが適用可能であるがインストールされていないコンピュータの数。これらのコンピュータでは、更新プログラムに対する検出のみの操作が実行されます。更新プログラムで再起動が必要な場合は、更新プログラムをインストールしたコンピュータは、再起動されるまで [必要] 列に表示されます。

	失敗
	ダウンロード、インストール、または削除 (アンインストール) に失敗したことが最後にレポートされたコンピュータの数。


コンピュータ ビュー
コンピュータ ビューには、コンピュータ グループの各コンピュータの状態が表示されます。コンピュータ ビューを使用するには、コンピュータ グループを展開します。
このビューに表示される列について、次の表で説明します。
コンピュータ ビューに表示される列の説明
	列名
	説明

	コンピュータ名
	コンピュータの名前。
コンピュータのプロパティを表示するには、コンピュータ名をクリックします。[コンピュータのプロパティ] ダイアログ ボックスには、そのコンピュータの詳細と状態が表示されます。[状態] タブには、WSUS サーバーとそのコンピュータ間の最後の通信結果と、そのコンピュータで承認された操作に対する更新の状態が表示されます。

	状態
	状態は、次のいずれかになります。
· 失敗 - このコンピュータでの更新プログラムのダウンロード、インストール、または削除操作が完了していません。
· 必要 - 更新プログラムは適用できますがインストールされていません。更新プログラムで再起動が必要な場合は、更新プログラムをインストールしたコンピュータは、再起動されるまで [必要] としてカウントされます。
· 不要 - 更新プログラムは適用できません。
· インストール - 更新プログラムはインストールされています。
· 不明 - そのコンピュータで何も操作が行われていません。
イベントの詳細を表示するには、[状態] 列の結果をクリックします。


レポートの印刷
更新の状態レポートの展開方法に応じて、更新の概要ビュー、コンピュータ グループ ビュー、またはコンピュータ ビューのレポートを印刷できます。
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更新の状態レポートを印刷するには
	147. 印刷する情報に応じて、レポートを、更新の概要ビュー、コンピュータ グループ ビュー、またはコンピュータ ビューに展開します。
148. [タスク] の [レポートの印刷] をクリックします。
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注 :  

[レポートの印刷] タスクを使用してダイアログ ボックスは印刷できません。ダイアログ ボックスが開いているときは、[レポートの印刷] タスクは使用できません。
コンピュータの状態レポート
コンピュータの状態レポートには、指定したコンピュータ グループ内のコンピュータ、および更新状態の結果について、累積と個別の両方の更新状態の概要が表示されます。次の表では、各更新プログラムの状態についての詳細情報を示します。
コンピュータの状態レポートに表示される状態の説明
	状態
	説明

	インストール
	更新プログラムがコンピュータにインストールされました。

	必要
	コンピュータで更新プログラムの検出が実行され、コンピュータに更新プログラムをインストールする必要があると判断されました。

	不要
	更新プログラムが既にコンピュータにインストールされているか、または同期オプションの構成時に指定した製品またはクラスに更新プログラムが属していないかのいずれかです。

	不明
	通常、これは、更新プログラムが WSUS サーバーに同期されたときから、コンピュータが WSUS サーバーに接続していないことを意味しています。

	失敗
	コンピュータ上で更新プログラムの検出またはインストール時にエラーが発生しました。

	前回の接続
	コンピュータが前回 WSUS サーバーに接続した日付です。


+ 記号をクリックしてコンピュータを展開しておけば、個々のコンピュータの状態と個々の更新プログラムの一覧が記載されたレポートを印刷することもできます。ただし、一覧内の個々の更新プログラムをクリックしたとき、または個々の更新プログラムの状態をクリックしたときに表示されるダイアログ ボックスは印刷できません。
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コンピュータの状態レポートを実行するには
	149. WSUS コンソールのツール バーで、[レポート]、[コンピュータの状態] の順にクリックします。 

150. [ビュー] で、レポートのフィルタに使用する条件を選択し、[適用] をクリックします。指定したコンピュータ グループに属するすべてのコンピュータおよび状態についての累積的な更新状態の概要がレポートに表示されます。 

151. 特定のコンピュータについてさらに詳しい情報が必要な場合は、次の操作を行います。 

· 特定のコンピュータについて個々の更新プログラムの状態を表示するには、そのコンピュータの横にある + 記号をクリックして、コンピュータを展開します。また、更新プログラムのタイトルをクリックすると、個々の更新プログラムのプロパティが表示されます。 

· 更新プログラムの特定の状態の結果に関する詳細情報、またはイベントの詳細を表示するには、目的の更新プログラムの状態をクリックします。 

152. レポートを印刷するには、[タスク] の [レポートの印刷] をクリックします。 


同期の結果レポート
同期の結果レポートでは、同期中に発生したエラーや新しい更新プログラムの一覧など、特定の期間のサーバーの同期に関する情報を表示できます。また、新しい更新プログラムの一般情報、状態情報、および改訂情報を入手することもできます。
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同期の結果レポートを実行するには
	153. WSUS コンソールのツール バーで、[レポート] をクリックします。
154. [レポート] ページの [同期の結果] をクリックします。既定では、このレポートには、過去 30 日間の同期の結果が表示されます。
155. レポートの同期の期間を変更するには、[ビュー] の一覧で他の同期の期間を選択し、[適用] をクリックします。
156. レポートを印刷するには、[タスク] の [レポートの印刷] をクリックします。
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注 :  

ダイアログ ボックスが開いているときは、[レポートの印刷] タスクは使用できません。[レポートの印刷] タスクを使用してダイアログ ボックスは印刷できません。


このレポートには 4 つのコンポーネントがあります。これについては、次の表で説明します。
同期の結果レポートのコンポーネント
	コンポーネント名
	目的

	前回の同期
	WSUS サーバーと Microsoft Update または別の WSUS サーバーとの間で正常に終了した最後の同期の情報が表示されます。

	同期の概要
	新しい更新プログラム、および同期中に発生したエラーの概要が表示されます。 

	エラー
	各エラーの日付、説明、およびそのエラーに関連する更新プログラム ID が表示されます。

	新しい更新プログラム
	特定の期間に WSUS サーバーに同期された更新プログラムが表示されます。
[新しい更新プログラム] の一覧で更新プログラムをクリックすると、その新しい更新プログラムのプロパティを表示できます。[更新プログラムのプロパティ] ダイアログ ボックスには、その更新プログラムの詳細、状態、および改訂情報が含まれます。この一覧で更新プログラムをクリックしたときに表示されるプロパティ ボックスは、更新の状態レポートに表示される更新プログラムのプロパティ ボックスと同じです。また、[更新プログラム] ページの各更新プログラムに関連するプロパティ タブと同じものです。


設定の概要レポート
設定の概要レポートでは、[オプション] ページで指定できるすべての設定の概要を表示および印刷することができます。
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設定の概要レポートを実行するには
	157. WSUS コンソールのツール バーで、[レポート] をクリックします。
158. [レポート] ページの [設定の概要] をクリックします。


設定の概要レポートのコンポーネントについて、次の表で説明します。
設定の概要レポートのコンポーネント
	コンポーネント名
	目的

	同期スケジュール
	WSUS サーバーが更新元と自動的に同期する時刻。 

	製品とクラス
	使用しているサーバーと同期する更新プログラムの製品とクラス。

	更新元
	サーバーが同期する更新プログラムの場所。

	プロキシ サーバー
	同期時に使用されるプロキシ サーバー。

	更新ファイル
	WSUS サーバーまたは Microsoft Update で、更新ファイルが格納される場所。また、選択したダウンロード オプション。

	言語
	サーバーに同期する更新プログラムの言語。指定した言語で提供されている更新プログラムだけが WSUS サーバーと同期されます。

	自動承認
	コンピュータ グループによる更新対象である、特定の更新プログラムのクラスに対する自動承認設定。

	更新プログラムの改訂版
	既存の更新プログラムに対する改訂版が提供されている場合に WSUS サーバーが実行する承認操作。その操作は、サーバーで更新プログラムの改訂版が自動的に承認されるようにするかどうか、手動で承認する必要があるかどうかです。

	ダウンストリーム サーバー
	WSUS サーバーから更新プログラムを受け取るサーバー。

	クライアント コンピュータ オプション
	コンピュータをグループに割り当てるために選択した方法。

	データベース
	WSUS サーバーで使用するデータベースの名前。
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設定の概要レポートを印刷するには
	· [タスク] の [レポートの印刷] をクリックします。


確認状態レポートの実行
個々のコンピュータ用と個々の更新プログラム用の 2 種類の確認状態レポートを表示または印刷できます。
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コンピュータの確認状態レポートを実行するには
	159. WSUS コンソールのツール バーで、[コンピュータ] をクリックし、確認状態レポートを作成するコンピュータをクリックします。 

160. [状態レポートの印刷] をクリックします。 

161. [更新状態] で特定の更新プログラムの詳細情報を取得するには、次の操作を行います。 

· 個々の更新プログラムのプロパティを表示するには、更新プログラムのタイトルをクリックします。 

· 更新プログラムの特定の状態の結果に関する詳細情報、またはイベントの詳細を表示するには、目的の更新プログラムの状態をクリックします。 

162. レポートを印刷するには、[ファイル] メニュー、[印刷] の順にクリックします。 
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更新プログラムの確認状態レポートを実行するには
	163. WSUS コンソールのツール バーで、[更新プログラム] をクリックし、確認レポートを作成する更新プログラムをクリックします。 

164. [状態レポートの印刷] をクリックします。 

165. レポートを印刷するには、[ファイル] メニュー、[印刷] の順にクリックします。 


Windows Server Update Services のセキュリティ保護   

アップストリーム WSUS サーバーとの同期では、Secure Sockets Layer (SSL) プロトコルを使用して、同期対象の更新プログラムのメタデータ部分をセキュリティで保護できます。WSUS サーバーでは、SSL を使用して次のことができます。 

SSL を使用するよう WSUS サーバーを構成する際の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。 

Windows Server Update Services のトラブルシューティング   

このガイドでは、Windows Server Update Services のトラブルシューティング方法について説明します。
このガイドの内容
· WSUS サーバーの管理に関する問題
· クライアント コンピュータの管理に関する問題
WSUS サーバーの管理に関する問題   

このセクションの内容
· セットアップの問題
· SQL サーバーからの WSUS のアンインストール
· WSUS コンソールにアクセスできない
· 更新プログラムの格納の問題
· 同期の問題
· 更新プログラムの承認の問題
· クライアント コンピュータが WSUS コンソールに表示されない
· バックアップと復元の問題
· 一般的なエラー メッセージ
セットアップの問題    

WSUS のインストールで問題が発生しているときは、以下の情報を使用して問題のトラブルシューティングを行ってください。
必要なソフトウェアとハードウェアの確認
WSUS には、インストールする前に満たしていなければならない要件がいくつかあります。詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
場合によっては、WMSDE データベースを選択すると、セットアップが失敗することがある
場合によっては、WMSDE データベースを選択すると、セットアップが WMSDE を修復しようとして無限ループに陥ることがあります。これは、RC リリース版のWSUS での既知の問題です。サポート技術情報の記事 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=48007) を参照して、この問題を解決し、WMSDE を使用して WSUS をインストールしてください。
WSUS のインストール時に Server サービスが実行されていないと、WSUS のインストールが失敗する
使用するデータベース ソフトウェアに WMSDE を選択し、WSUS をインストールするコンピュータで Server サービスが実行されていない場合、WSUS のインストールは失敗します。これは、WMSDE では、WSUS をインストールするために Server サービスが実行されていることが必要であり、WMSDE のインストールに失敗すると、WSUS のインストールも失敗するためです。
この問題を回避するには、Server サービスを有効にして、WSUS セットアップを再実行します。Server サービスが実行されていない場合に MSDE 2000 をインストールできないことについてのサポート技術情報の記事 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=48009) を参照して、この問題を解決し、WMSDE を使用して WSUS をインストールしてください。
Server サービスが実行されていないと、MSDE 2000 をインストールできません。
アップグレードの問題    

アップグレードに失敗すると、WSUS がアンインストールされることがある
アップグレードが失敗した時点によっては、以前の WSUS の設定とデータが失われることがあります。そのため、アップグレードを行う前に、以下をバックアップしてください。
· WSUS データベース
· 更新ファイルの格納フォルダ
既存の WSUS インストールのバックアップと復元については、「Windows Server Update Services のバックアップ」を参照してください。
SQL サーバーからの WSUS のアンインストール    

WSUS をアンインストールするときは、次の情報を参照してください。 

アンインストールすると、SQL Server  を実行しているコンピュータ上に一部の WSUS 構成が残ることがある
WSUS セットアップで作成されたローカルの SQL Server アカウントは、WSUS アンインストール コンポーネントでは削除されません。WSUS アンインストール コンポーネントでは、SQL Server を実行しているローカル コンピュータから Network Service アカウントと ASP.NET アカウントを削除しません。これにより、他のアプリケーションやデータベースがこれらのアカウントを使用していても、それらのアプリケーションやデータベースは正常に動作します。他のアプリケーションやデータベースが Network Service アカウントや ASP.NET アカウントを必要としないことが確実である場合は、SQL Server を実行しているコンピュータからこれらを手動で削除できます。
SQL Server 2000 または MSDE を実行しているコンピュータから Network Service アカウントや ASP.NET アカウントを手動で削除する方法については、SQL Server 製品のドキュメントを参照してください。Microsoft の Web サイトの SQL Server 2000 オンライン ブック (2004 年更新済み) ページ (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=13959) から SQL Server 2000製品ドキュメントをダウンロードできます。
WSUS コンソールにアクセスできない     

WSUS コンソールの使用中またはアクセスしようとしたときにエラーが表示された場合は、以下の情報を使用して、問題のトラブルシューティングを行ってください。
WSUS コンソールへのアクセス許可をユーザーに付与する
WSUS コンソールへの適切なアクセス許可がないユーザーは、WSUS コンソールにアクセスしようとすると、アクセスを拒否するメッセージが表示されます。WSUS コンソールを使用するには、WSUS がインストールされているサーバーで Administrators グループまたは WSUS Administrators グループのメンバであることが必要です。 
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注 :  

WSUS がドメイン コントローラにインストールされている場合は、Domain Administrator グループのメンバだけが WSUS コンソールを使用できます。
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ユーザーを WSUS Administrators グループに追加するには
	166. WSUS サーバー上で、[スタート] ボタン、[管理ツール]、[コンピュータの管理] の順にクリックします。
167. [コンピュータの管理] で、[ローカル ユーザーとグループ] を展開し、[グループ] をクリックして、[WSUS Administrators] をダブルクリックします。
168. [WSUS Administrators のプロパティ] ダイアログ ボックスで、[追加] をクリックします。
169. [選択するオブジェクト名を入力してください (例)] ボックスにオブジェクト名を入力し、[OK] をクリックします。


WSUS がプロキシ サーバーを使用するよう構成されていると、IP アドレス で WSUS コンソールにアクセスできない
プロキシ サーバーを使用するよう WSUS を構成していると、IP アドレス を使用して WSUS コンソールにアクセスすることはできません。この問題を回避するには、WSUS コンソールでログインする画面が表示されたら、ドメイン名を使用して WSUS サーバーにアクセスします。たとえば、ユーザー名の場合は、<ドメイン名>\<ユーザー名> と入力します。
WSUS コンソールにアクセスできず、タイムアウト エラー メッセージが表示される
WSUS コンソールにアクセスできず、タイムアウト エラー メッセージが表示される場合は、WSUS サーバーの CPU が最大限まで、あるいはほぼ最大限利用されているために、データベースがタイムアウトしている可能性があります。データベース ソフトウェアがタイムアウトすると、WSUS コンソールは表示されません。 

WSUS サーバーが気づかずに使いすぎとなる場合の 1 つに、WSUS サーバーにウイルス対策ソフトウェアがインストールされていて、それが WSUS コンテンツ ディレクトリを監視している場合があります。同期時に、ウイルス対策ソフトウェアが CPU に負荷をかけすぎる可能性があります。 WSUS コンテンツの格納場所を無視するようにウイルス対策ソフトウェアを設定すると、この状態を回避できます。 

hisec server.inf セキュリティ テンプレートを適用すると、Windows 2000 サーバーで WSUS コンソールにアクセスできない
この問題は、Windows 2000 サーバーに対してのみ該当します。hisec server.inf セキュリティ テンプレートの適用後、WSUS 管理コンソールにアクセスできない場合、WSUS コンソールが機能するように、ASP.NET および IWAM ローカル マシン アカウントに対するセキュリティのアクセス許可を緩和する必要があります。 

回避策としては、IWAM アカウントと ASP.NET アカウントに、次のレジストリ キーに対する読み取りアクセス権を付与します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\software\microsoft\update services
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ドメイン コントローラとして構成されている Windows 2000 Server で、IWAM アカウントに読み取りアクセス権を付与するには
	170. [スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。
171. [名前] ボックスに「regedit.exe」と入力し、[OK] をクリックします。
172. レジストリ エディタで、次のキーに移動します。
HKEY_LOCAL_MACHINE \Software\Microsoft\Update Services

173. [編集] をポイントし、[アクセス許可] をクリックします。
174. [Microsoft Windows Server Update Services のアクセス許可] プロパティ ダイアログ ボックスで、[追加] をクリックします。
175. [ユーザー、コンピュータまたはグループの選択] ボックスで、[場所] をクリックします。
176. [場所] ダイアログ ボックスでローカル コンピュータを選択し、[OK] をクリックします。
177. [ユーザー、コンピュータまたはグループの選択] ボックスに「<コンピュータ名>\ASPNET」と入力し、[選択するオブジェクト名を入力してください(例)] ボックスに「<コンピュータ名>\IWAM_<コンピュータ名>」と入力します。名前を区切るには、セミコロンを使用します。たとえば、「<コンピュータ名>\ASPNET; <コンピュータ名>\IWAM_<コンピュータ名>」と入力します。
<コンピュータ名> は、コンピュータの名前です。
178. <コンピュータ名>\ASPNET を選択し、[許可] 列の [読み取り] ボックスをクリックします。
179. <コンピュータ名>\IWAM_<コンピュータ名> を選択し、[許可] 列の [読み取り] ボックス、[OK] の順にクリックします。


WSUS サーバーをドメイン コントローラに昇格すると、WSUS コンソールにアクセスできなくなることがある
WSUS サーバーをドメイン コントローラに昇格して WSUS コンソールにアクセスしようとすると、次のようなエラー メッセージが表示される場合があります。 

'/' アプリケーションでサーバー エラーが発生しました。 

Access to the path "C:\WINDOWS\Microsoft.NET\Framework\v1.1.4322\Temporary ASP.NET Files\wsusadmin\8c91a6b5\649b28ba\global.asax.xml" is denied. 

サーバーをドメイン コントローラに昇格する前に IIS 6.0 および ASP.NET をそのサーバーにインストールしていると、このエラーが発生します。これは、Network Service グループには、Temporary ASP.NET Files フォルダに対する十分なアクセス許可がないためです。この問題を回避するには、WSUS サーバーをドメイン コントローラに昇格した後で IIS 6.0 および ASP.NET を必ずインストールしてください。この問題を解決するには、次の手順に従って、Network Service グループに適切なアクセス許可を有効にします。
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Network Service グループに適切なアクセス許可を有効にするには
	180. [スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。
181. [名前] ボックスに「cmd」と入力し、[OK] をクリックします。
182. コマンド プロンプトで次のように入力し、Enter キーを押します。
drive:\windows\microsoft .net\framework\v1.1.4322\aspnet_regiis -i
drive は、Windows がインストールされているディスクのドライブ文字です。


ドメイン コントローラとして構成されている Windows 2000 Server で WSUS コンソールにアクセスできない
WSUS 管理コンソールにアクセスできず、ドメイン コントローラとして構成されている Windows 2000 Server を使用している場合、WSUS コンソールが機能するように、ASP.NET に対するセキュリティのアクセス許可を緩和する必要があります。回避策としては、IWAM アカウントに %windir%\assembly に対する読み取りアクセス権を付与します。 
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ドメイン コントローラとして構成されている Windows 2000 Server で、IWAM アカウントに読み取りアクセス権を付与するには
	· コマンド プロンプトで次のように入力し、Enter キーを押します。
cacls %windir%\assembly /e /t /p IWAM_xxxx:R
%windir% はそのコンピュータの Windows ディレクトリで、IWAM_xxxx は IWAM コンピュータのアカウントです。


詳細については、サポート技術情報の記事 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;[LN];317012) を参照してください。
更新プログラムの格納の問題      

更新プログラムは、ローカルの WSUS サーバーまたは Microsoft Update に格納できます。このセクションを使用して、更新プログラムの格納に関する問題のトラブルシューティングを行ってください。
WSUS コンソールの更新プログラム一覧が、ローカル フォルダの更新プログラム一覧と一致しない
これは、さまざまな状況で発生する可能性があります。たとえば、更新プログラムが WSUS アプリケーション本体とは別のディスクに格納されていて、そのディスクが正常に動作しなくなったために、何も保存されていない新しいディスクと交換した場合、WSUS アプリケーションではすべての更新プログラムがダウンロード対象として表示されます。 

WSUS でディスクに格納されている更新プログラムを確認するには、reset コマンドを使用して WSUSutil.exe を実行する必要があります。 
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注 :  

リセットを実行すると、WSUS サーバーが最長 5 分間応答しなくなります。
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WSUS でディスクに格納されている更新プログラムを確認するには
	183. [スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。
184. [名前] ボックスに「cmd」と入力し、[OK] をクリックします。 

185. コマンド プロンプトで、WSUSutil.exe が保存されているディレクトリに移動します。
186. 次のように入力し、Enter キーを押します。wsusutil.exe reset




同期の問題       

同期とは、WSUS サーバーが Microsoft Update または別の WSUS サーバーに接続して更新プログラムをダウンロードするプロセスのことです。同期時に、WSUS は、前回の同期以降に新しく利用可能になった更新プログラムがあるかどうか確認します。初めて WSUS を同期する場合は、すべての更新プログラムが承認対象となります。同期が正常に実行されない場合、次の手順を試みることができます。
WSUS コンソールを使用してプロキシ サーバー設定を確認する
WSUS サーバーがプロキシ サーバー経由で Microsoft Update に接続している場合は、WSUS コンソールを使用してインターネットにアクセスする必要があります。プロキシ サーバーをセットアップする基本手順については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。プロキシ サーバーが認証をサポートしている場合は、正しいユーザー名、パスワード、およびドメインが必要です。[基本認証を許可する (クリア テキストでパスワードを送信する)] の WSUS コンソール オプションを使用する場合、アカウントのパスワードは暗号化されないテキストでネットワーク上を送信されることに注意してください。 

アップストリーム WSUS サーバーの名前を確認する
WSUS が更新元として別の WSUS サーバーを使用する場合は、アップストリーム WSUS サーバーに正しい名前を使用していることと、そのサーバー名を正しく入力していることを確認してください。2 台の WSUS サーバーを同期する基本手順については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。ダウンストリーム WSUS サーバーの WSUS コンソールに入力する名前は、アップストリーム WSUS サーバーの名前と同じでなければなりません。 

ネットワーク名前解決サービスに問題があるかどうかを判断するには、同期できないダウンストリーム WSUS サーバーから ping コマンドを使用します。WSUS コンソールで使用されているのと同じ名前付け規則を使用してください。たとえば、WSUS コンソールで NetBIOS 名が必要な場合は、ping コマンドを実行する際に、アップストリーム サーバーの NetBIOS 名を使用します。アップストリーム サーバーに対して ping を実行できない場合は、ネットワーク名前解決サービスに問題が発生している可能性があります。この種類の問題を回避するには、別の名前解決サービスを使用するか、アップストリーム サーバーの IP アドレスを使用します。 
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ping コマンドを使用してアップストリーム WSUS サーバーに ping するには
	187. [スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。
188. [名前] ボックスに「cmd」と入力し、[OK] をクリックします。 

189. 次のように入力し、Enter キーを押します。
ping WSUSServerNname
WSUSServerNname は、同期しようとするアップストリーム WSUS サーバーの名前です。


更新プログラムの格納オプションを確認する
階層内で複数の WSUS サーバーがチェーンされている場合は、階層全体で同じ更新プログラムの格納オプションを使用している必要があります。たとえば、アップストリーム WSUS サーバーがコンテンツをローカルに格納する場合は、すべてのダウンストリーム WSUS サーバーがコンテンツをローカルに格納する必要があります。チェーン内の各 WSUS サーバーが、同じ更新プログラムの格納オプションを使用していることを確認してください。WSUS の更新プログラムの格納オプションの設定方法については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
ユーザーとネットワーク サービスが、ローカルの更新プログラムの格納ディレクトリの読み取りアクセス許可を持っていることを確認する
WSUS サーバーに更新ファイルを格納する場合、更新ファイルをダウンロードするフォルダに、少なくともネットワーク サービスとユーザーの読み取りアクセス許可があることを確認する必要があります。これは、更新ファイルをダウンロードするサーバーが、アップストリーム WSUS サーバーとダウンストリーム WSUS サーバーのいずれであっても必要です。Microsoft Updateサーバーに更新ファイルを格納するのではなく、ローカルに格納することを選択した場合、更新ファイルが格納されるフォルダは %systemdrive%\Update Services\US content です。 

ダウンストリーム WSUS サーバーで、更新プログラムがアップストリーム WSUS サーバーで利用できることを確認する
アップストリーム WSUS サーバーの更新プログラムが、ダウンストリーム サーバーから同期時に要求される更新プログラムと一致しなくなる場合があります。以下は、この状態となるいくつかの例です。 

· アップストリーム WSUS サーバーが再インストールされ、管理者が選択するクラスと製品の一覧が、以前のアップストリーム WSUS サーバーのインストール時に既に選択されていた数より減った場合。ダウンストリーム サーバーは、新たに再構築されたアップストリーム サーバーが認識しない更新プログラムを同期しようとする場合があります。そのため、アップストリーム サーバーに存在していない更新プログラムに対する同期は失敗します。
· 別の製品とクラスが選択されている、異なるアップストリーム サーバーから更新プログラムを入手するように、ダウンストリーム サーバーを構成している場合。
この問題をトラブルシューティングするには、ダウンストリーム サーバーで、ダウンロードに失敗した更新プログラムのタイトルをメモします。これらは、[更新プログラム] ページに赤い X が付いて表示されます。次に、[更新プログラム] ページを調べて、これらの更新プログラムがアップストリーム サーバーに存在しているかどうか確認します。一致しない場合は、必要な更新プログラムに応じて、次のいずれかの操作を行います。
· アップストリーム サーバーで不足している更新プログラムを指定し、更新元から同期します。
· ダウンストリーム サーバーで、アップストリーム サーバーに存在していない更新プログラムが必要ない場合はキャンセルします。次に、ダウンストリーム サーバーの古い更新プログラムを拒否します。
· ダウンストリーム サーバーにより不足していると判断された更新プログラムが、実際はアップストリーム サーバーで使用できる場合、エラーは一時的なものです。つまり、更新プログラムがダウンストリーム サーバーから要求された後で、アップストリーム サーバーにダウンロードされた可能性があります。この問題は、次回ダウンストリーム サーバーがアップストリーム サーバーと同期すると解決します。
BITS サービスを再起動する
BITS サービスが同期中に無効になった場合、同期は失敗します。BITS サービスが有効になっていることを確認するには、BITS サービスと WSUS サービスの両方を再起動してください。
[image: image72.png]


BITS サービスと WSUS サービスを再起動するには
	190. WSUS サーバー上で、[スタート] ボタン、[管理ツール]、[サービス] の順にクリックします。
191. [Background Intelligent Transfer Service] を右クリックし、[再起動] をクリックします。または BITS サービスが実行されていないか無効になっている場合は、[開始] をクリックします。
192. [Windows Update Service] を右クリックし、[再起動] をクリックします。
193. 同期を再試行します。WSUS コンソールで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックし、[タスク] の [今すぐ同期] をクリックします。


更新ファイルをローカル WSUS サーバーにダウンロードできない場合、必要な HTTP プロトコルをサーバーがサポートしていない可能性がある
WSUS サーバーに対する更新ファイルの同期が失敗すると、対応するイベント ログに次のメッセージが表示されることがあります。
Content file download failed.Reason:The server does not support the necessary HTTP protocol.Background Intelligent Transfer Service (BITS) requires that the server support the Range protocol header.Source File:/msdownload/update/v3-19990518/cabpool/windows2000-kb873339-x86-enu_500e4656b4f0ca3431565631989090bbeeb74bcc.exe Destination File:%drive%\wsus\WsusContent\WsusContent\CC\500E4656B4F0CA3431565631989090BBEEB74BCC.EXE.

プロキシ環境が HTTP 1.1 プロトコルをサポートしていない場合に、この問題が発生します。コマンド プロンプトから次のコマンドを実行して BITS を構成すると、この問題を手動で回避できます。
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この問題を解決するには
	194. 「net stop WSUSService」と入力し、Enter キーを押します。
195. 「"%programfiles%\Update Services\tools\osql\osql.exe"  -S SQL_InstanceName -E -b -n –Q "USE SUSDB update tbConfigurationC set BitsDownloadPriorityForeground=1"」と入力し、Enter キーを押します。
196. 「net start WSUSService」と入力します。
197. コマンド プロンプト ウィンドウを閉じて、同期を再試行します。WSUS コンソールで、[オプション]、[同期のオプション] の順にクリックし、[タスク] の [今すぐ同期] をクリックします。


親のアップストリーム サーバーで承認された更新プログラム数が、レプリカ サーバーで承認されている更新プログラム数と一致しない
これは、古い言語設定で同期した後で、親のアップストリーム サーバーの言語設定を変更した場合に発生することがあります。詳細については、「コマンド ラインからの WSUS の管理」の「Listinactiveapprovals」を参照してください。
更新プログラムの承認の問題     

承認で問題が発生しているときは、以下のセクションを使用して問題のトラブルシューティングを行ってください。
IIS Lockdown を WSUS サーバーとクライアント コンピュータにインストールしている場合は、WSUS サーバーに格納されている更新プログラムをダウンロードしない
IIS Lockdown Wizard を使用中で、URLScan ツールをインストールしてある場合は、*.exe 要求を許可するよう Urlscan.ini ファイルを編集してください。 

このファイルを編集したら、IIS と WSUS サーバーの両方を再起動する必要があります。Urlscan.ini ファイルは、コンピュータのブート ドライブの \WINNT\System32\Inetserv\Urlscan ディレクトリにあります。
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Urlscan.ini ファイルを編集するには
	198. テキスト エディタで Urlscan.ini を開きます。
199. [DenyExtensions] セクションから ".exe" を削除します。
200. 次の設定が [AllowVerbs] セクションの下に表示されていることを確認します。
· GET 

· HEAD

· POST 

· OPTIONS


新しい承認が有効になるには、最大で 1 分かかる場合がある
WSUS コンソールで更新プログラムを承認するちょうどそのときに、検出を実行しているクライアント コンピュータがあった場合、他の検出サイクルが終了するまで、これらのコンピュータは承認された更新プログラムを取得できないことがあります。WSUS サーバーが、新しく承認された更新プログラムをクライアント コンピュータに提供できるようになるまで約 1 分かかります。 

ターミナル サービスを使用してアクセスしたリモート コンピュータを、管理者以外は再起動できない
管理者以外でターミナル サービス コンピュータを使用しているユーザーは、コンピュータをリモートで再起動できません。したがって、更新プログラムを有効にするために、更新プログラムがインストールされているリモート コンピュータを再起動する必要がある場合、管理者権限を持っていないユーザーは、リモート コンピュータの更新を完了することはできません。
親のアップストリーム サーバーで承認された更新プログラム数が、レプリカ サーバーで承認されている更新プログラム数と一致しない
これは、古い言語設定で同期した後で、親のアップストリーム サーバーの言語設定を変更した場合に発生することがあります。詳細については、「コマンド ラインからの WSUS の管理」の「Listinactiveapprovals」を参照してください。
クライアント コンピュータが WSUS コンソールに表示されない 

WSUS コンソールの [コンピュータ] ページにクライアント コンピュータが表示されない場合は、次のセクションを使用して問題のトラブルシューティングを行ってください。
クライアントの自己更新の問題
WSUS コンソールの [コンピュータ] ページにクライアントが表示されないときは、多くの場合、クライアントの自己更新で問題が発生しています。これは、SUS クライアントを WSUS クライアント (自動更新) ソフトウェアに更新するために WSUS で使用する機構です。クライアントの自己更新の詳細については、「自動更新を更新する必要がある」を参照してください。
バックアップと復元の問題     

データベースの復元後、WSUS データにアクセスできない場合は、WSUS サーバー名とデータベースへのユーザーのアクセス許可を確認する
WSUS データベースを復元しても、復元したデータに WSUS コンソールからアクセスできない場合は、次のことを確認してください。
· バックアップ以降に WSUS サーバー名を変更した場合は、該当するユーザーをデータベースに追加して、WSUS コンソールからデータにアクセスできるようにする必要があります。
· データベースをバックアップしたサーバーではない WSUS サーバーにバックアップを復元すると、同様の結果となります。この場合も、該当するユーザーを追加する必要があります。 

· いずれの場合も、ユーザーに db_owner と Web サービスに対するアクセス許可を付与する必要があります。
一般的なエラー メッセージ      

ここでは、[ホーム] ページ、または WSUS コンソールから開くダイアログ ボックスに表示される一般的なエラー メッセージについて説明します。
…some services are not running. Check the following services…

[ホーム] ページで、特定のサービスを確認するよう求めるエラー メッセージを受け取ることがあります。以下で、そのサービスについて説明します。 

Selfupdate

Selfupdate サービスのトラブルシューティング方法については、「自動更新を更新する必要がある」を参照してください。 

WSUSService.exe

このサービスは、同期を容易に実行するサービスです。同期で問題が発生した場合は、[スタート] ボタンをクリックし、[管理ツール] をポイントし、[サービス] をクリックして、サービス一覧の [Windows Server Update Service] を検索し、WSUSService.exe にアクセスしてください。次の操作を行います。
· このサービスが実行されていることを確認します。サービスが停止している場合は [開始] をクリックし、サービスを更新するには [再起動] をクリックします。
· また、イベント ビューアを使用して、[アプリケーション]、[セキュリティ]、[システム] イベント ログを確認すると、問題を示すイベントがあるかどうかを調べることもできます。
· SoftwareDistribution.log を確認すると、問題を示すイベントがあるかどうかを調べることもできます。
Web サービス
Web サービスは IIS 内にホストされています。Web サービスが実行されていないときは、IIS が実行中であるか、または起動しているか確認してください。コマンド プロンプトで 「iisreset」と入力して、Web サービスをリセットすることもできます。
SQL サービス
Selfupdate サービス以外のすべてのサービスでは、SQL サービスが実行されている必要があります。いずれかのログ ファイルが SQL 接続に問題があることを示している場合は、まず SQL サービスを確認してください。SQL サービスにアクセスするには、[スタート] ボタンをクリックし、[管理ツール] をポイントして、[サービス] をクリックし、以下のいずれかを検索します。
· MSSQLSERVER。(WMSDE または MSDE を使用している場合、または、SQL Server を使用し、かつインスタンス名に既定のインスタンス名を使用している場合)

· MSSQL$WSUS。(SQL Server データベースを使用し、データベース インスタンス名を "WSUS" にしている場合)

サービスを右クリックしてから、サービスが実行されていない場合は [開始] をクリックし、実行されているサービスを更新する場合は [再起動] をクリックします。
クライアント コンピュータの管理に関する問題  

このセクションの内容
· 自動更新を更新する必要がある
· コンピュータが正しいコンピュータ グループに表示されない
自動更新を更新する必要がある      

WSUS は IIS を使用して、ほとんどのクライアント コンピュータを WSUS 互換の自動更新 (WSUS クライアント) に自動的に更新します。このプロセスは "クライアントの自己更新" と呼ばれます。クライアントの自己更新を実行するために、WSUS セットアップでは WSUS Web サイトに Selfupdate という仮想ディレクトリを作成します。この仮想ディレクトリに WSUS 互換の自動更新が格納されます。これは "自己更新ツリー" と呼ばれます。 

グループ ポリシーを使用してクライアント コンピュータを WSUS サーバーに関連付けることにより、結果的に自動更新の検出とクライアントの自己更新が行われることになります。このプロセスの詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
WSUS サーバーがクライアント側のターゲットを使用するよう設定されているか確認する
既定では、WSUS サーバーは、サーバー側のターゲットを使用するよう設定されています。クライアント側のターゲットを使用する場合は、WSUS サーバーでオプションを設定する必要があります。クライアント側のターゲットのセットアップ方法の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
クライアントの自己更新問題のトラブルシューティング
クライアントの自己更新が自動的に行われない場合は、以下の提案を使用して問題のトラブルシューティングを行ってください。 

SUS クライアントと WSUS クライアントを区別する方法
SUS クライアントと WSUS クライアントを区別するには、自動更新ユーザー インターフェイス (UI) を使用してください。次の図は、SUS クライアントと WSUS クライアントのユーザー インターフェイスです。
SUS クライアント
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WSUS クライアント
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組織のクライアント ソフトウェアが自己更新可能であることを確認する
一部のコンピュータには、既に WSUS クライアントがインストールされていることがあります。その他のコンピュータには、自己更新を実行できないバージョンの自動更新がインストールされていることがあります。詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。自己更新可能な組織内のクライアントが自己更新を要求していても、まだ自己更新を行っていない場合は、次のセクションを参照してください。 

SUS クライアントが WSUS サーバーに関連付けられていることを確認する
WSUS クライアントがインストールされていても、そのクライアント コンピュータが SUS サーバーに関連付けられていない場合、自動更新はレガシ モードになり、クライアント コンピュータでは SUS クライアント ユーザー インターフェイスが使用されます。この場合、そのコンピュータを SUS サーバーからリダイレクトして、WSUS クライアントが機能するようにする必要があります。SUS サーバーから自動更新を関連付けると、自動的にレガシ モードから戻り、新しいクライアント ユーザー インターフェイスが表示されます。 

クライアント コンピュータが WSUS サーバーに関連付けられていて、上記の WSUS クライアント ユーザー インターフェイスが表示されない場合は、次のセクションを参照してください。
WSUS サーバーの自己更新ツリーを確認する
WSUS は IIS を使用して、ほとんどのクライアント コンピュータを WSUS 互換の自動更新に自動的に更新します。これを行うために、WSUS セットアップにより、WSUS をインストールするコンピュータのポート 80 を使用する Web サイトに、Selfupdate という名前の仮想ディレクトリが作成されます。"自己更新ツリー" と呼ばれるこの仮想ディレクトリには、最新の WSUS クライアントが格納されます。このような理由により、WSUS Web サイトをカスタム ポートに配置する場合でも、ポート 80 で実行する Web サイトを用意する必要があります。ポート 80 上の Web サイトは、WSUS 専用である必要はありません。WSUS がポート 80 上のサイトを使用するのは、自己更新ツリーをホストするためだけです。 

自己更新ツリーが正しく実行されていることを確認するには、まず WSUS サーバーのポート 80 にセットアップされている Web サイトがあることを確認します。次に、WSUS サーバーのコマンド プロンプトで、次のように入力します。
cscript WSUSInstallationDrive:\program files\microsoft windows server update services\setup\InstallSelfupdateOnPort80.vbs

WSUS クライアント自己更新が WSUS サーバーのポート 80 で実行されている場合は、次のセクションを参照してください。
WSUS サーバーの IIS ログを確認する
WSUS サーバーの IIS ログを確認します。既定の Web サイトでは、通常、IIS ログは %windir%\system32\LogFiles\W3SVC1 にあります。クライアントの自己更新のセットアップ時に、Wutrack.bin ファイルを WSUS サーバーの \InetPub\wwwroot フォルダにコピーした場合は、IIS ログを開いて Wutrack.bin を検索し、自己更新が失敗した理由を示すエラー メッセージを見つけ出すことができます。一般的なエラーは、404 (ファイルが見つかりません)、401/403 (認証/アクセス)、および500 (内部サーバー エラー) です。IIS ヘルプを使用して、IIS ログで見つかった問題のトラブルシューティングを行ってください。 

IIS の既定の Web サイトに SharePoint をインストールしている場合に、自己更新を妨害しないよう SharePoint を構成する
WSUS を実行しているサーバー上に Microsoft SharePoint をインストールすると、次の問題が発生することがあります。
· 自動更新が自己の更新を行おうとすると、[アクセス拒否] メッセージが表示されて、最新の自動更新が実行されません。
· [ホーム] ページに、SelfUpdate サービスが使用できないというメッセージが表示されます。 

クライアント コンピュータは、WSUS 互換の自動更新を実行していないと、WSUS で更新プログラムを受け取ることはできません。
[image: image77.png]


この問題を解決するには
	201. IIS の既定の Web サイト、ClientWebService 仮想ルート、および Selfupdate 仮想ルートに匿名アクセス (匿名認証) を許可します。 

202. 次の操作を実行して、SharePoint ISAPI DLL によって妨害されている特定の要求を除外します。
a. [スタート] ボタンをクリックし、[管理ツール] をポイントし、[SharePoint のサーバー管理] をクリックして、SharePoint のサーバー管理サイトを開きます。
b. [仮想サーバーの構成]、[仮想サーバー設定の構成] の順にクリックします。
c. [既定の Web サイト] をクリックします。
d. [仮想サーバーの管理]、[管理パスの定義] の順にクリックします。
e. [新しいパスの追加] で、除外するパスの種類を設定します。[パス] に、次のように入力します。
· "/iuident.cab"

· "/wutrack.bin"

· "/clientwebservice"

· "/Selfupdate"


WSUS クライアント コンピュータのネットワーク接続を確認する
WSUS クライアント コンピュータのネットワーク接続を確認します。Internet Explorer を使用して、WSUS サーバーの自己更新ファイルがクライアント コンピュータにアクセスできるかどうか判断します。以下の手順を実行して、このファイルをダウンロードまたは開くようメッセージが表示された場合は、ネットワーク接続の確認は済んでいます。ファイルを保存したり開いたりする必要はありません。この方法では、自動更新を自己更新できません。これらのファイルにアクセスできない場合は、WSUS クライアント コンピュータと WSUS サーバーとのネットワーク接続についてトラブルシューティングを行ってください。
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WSUS クライアント コンピュータのネットワーク接続を確認するには
	203. [スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。
204. [名前] ボックスに「iexplore」と入力し、Enter キーを押します。
205. Internet Explorer のアドレス バーに、次のように入力します。 

http://<WSUS サーバー名>/iuident.cab

<WSUS サーバー名> は、WSUS サーバーの名前です。Iuident.cab をダウンロードまたは開くようメッセージが表示されることを確認します。これにより、WSUS クライアントがネットワーク接続されていることと、WSUS サーバーで Iuident.cab が利用できることが確認できます。
206. ダウンロードや保存を求めるメッセージのボックスが表示されない場合は、[キャンセル] をクリックします。Internet Explorer のアドレス バーに、次のように入力します。 

http://<WSUS サーバー名>/selfupdate/AU/x86/<OS 変数>/<言語変数>/wuaucomp.cab

<WSUS サーバー名> は、WSUS サーバーの名前で、<OS 変数> はクライアント コンピュータのオペレーティング システムを示す変数です。<OS 変数> に入力できる変数は、NetServer、W2K、または XP です。<言語変数> は、クライアント コンピュータのオペレーティング システムの言語を示す変数です。<言語変数> に入力できる変数は、2 ～ 4 文字の言語の標準省略形です。たとえば、英語版の Windows XP を実行しているクライアント コンピュータの URL は次のようになります。
http://<WSUS サーバー名>/selfupdate/AU/x86/XP/EN/wuaucomp.cab

Wuaucomp.cab をダウンロードまたは保存するようメッセージが表示されることを確認します。これにより、WSUS クライアントがネットワーク接続されていることと、WSUS サーバーで Iuident.cab が利用できることが確認できます。 


これらの両方のファイルを保存またはダウンロードするようメッセージが表示されたら、次のセクションを参照してください。
SUS クライアント コンピュータのログを確認する
クライアント コンピュータの %windir%\windows update.log を確認して、サーバーへの接続が行われたり、試みられたことがあるか調べてください。クライアント コンピュータがサーバーと通信できなくなっている場合は、クライアント コンピュータの %systemdrive%\program files\windowsupdate\v4\urllog.dat ファイルを確認して、サーバーの pingback がキャッシュされているか調べてください。
これらのファイルは既定では非表示になっています。次の手順を使用して、Windows Server 2003 で非表示になっているファイルとフォルダを表示してください。
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Windows Server 2003 で非表示のファイルとフォルダを表示するには
	207. コントロール パネルの [フォルダ オプション] を開きます。
208. [表示] タブの [ファイルとフォルダの表示] で、[すべてのファイルとフォルダを表示する] をクリックします。


WSUS クライアントのログで問題が見つからなかった場合は、次のセクションを参照してください。
SUS クライアント コンピュータのレジストリ設定を操作する
これまでのすべての手順でうまくいかなかった場合は、クライアント コンピュータが WSUS クライアントに自己更新するように、手動でレジストリ設定を操作することができます。
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SUS クライアント コンピュータのレジストリ設定を手動で操作するには
	209. [スタート] ボタン、[ファイル名を指定して実行] の順にクリックします。
210. [名前] ボックスに、「regedit」と入力し、[OK] をクリックします。
211. レジストリ エディタで、次のキーを展開して、WindowsUpdate キーに移動します。
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Policies\Microsoft\Windows\

WindowsUpdate キーが存在しない場合は、次の操作を行います。
212. メニューの [編集] をクリックし、[新規] をポイントし、[キー] をクリックします。
213. 新規キーの名前として「WindowsUpdate」と入力します。
214. [WSUServer] 設定をダブルクリックし、WSUS サーバーの URL を入力し、Enter キーを押します。
WSUServer 設定が存在しない場合は、次の操作を行います。
215. 設定名として「WSUServer」と入力します。
216. [WSUStatusServer] 設定をダブルクリックし、WSUS サーバーの URL を入力し、Enter キーを押します。 

WSUStatusServer 設定が存在しない場合は、次の操作を行います。
217. 設定名として「WSUStatusServer」と入力します。
218. 次のキーに移動します。
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Policies\Microsoft\Windows\WindowsUpdate\AU

AU キーが存在しない場合は、次の操作を行います。
219. 新規キーの名前として「AU」と入力します。
220. UseWSUServer 設定の値が 1 (0x1) になっていることを確認します。なっていない場合は、設定をダブルクリックして値を変更します。 

UseWSUServer 設定が存在しない場合は、次の操作を行います。
221. 設定名として「UseWSUServer」と入力します。
222. 次のキーに移動します。
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\WindowsUpdate\Auto Update

223. コントロール パネルを使って、自動更新を有効にして構成します。
[スタート] ボタン、[コントロール パネル] の順にクリックし、[自動更新] をダブルクリックします。
224. [自動更新] ダイアログ ボックスで、ダウンロード オプションとインストール オプションを指定し、[OK] をクリックします。[自動更新を無効にする] が選択されていないことを確認します。
225. AUState 設定の値が 2 (0x2) になっていることを確認します。なっていない場合は、この値をダブルクリックして変更します。
226. LastWaitTimeout 設定が存在する場合は、これを削除します。
227. DetectionStartTime 設定が存在する場合は、これを削除します。
228. コマンド プロンプトで次のように入力して、Enter キーを押し、自動更新サービスを停止します。
net stop wuauserv

229. コマンド プロンプトで次のように入力して、Enter キーを押し、自動更新サービスを再起動します。
net start wuauserv

230. 自己更新が実行されるまで、約 6 ～ 10 分間かかります。
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SUS クライアント コンピュータに WSUS サーバーとの確認を実行させるには
	· 約 1 分間経過したら、レジストリを更新します。次のような設定と値が表示されます。
· DetectionStartTime (REG_SZ) YYYY.MM.DD HH.MM.SS。DetectionStartTime 値はローカル時刻で表示されていますが、実際の検出は表示時刻の 5 分後に行われます。 

· LastWaitTimeout (REG_SZ) YYYY.MM.DD HH.MM.SS。LastWaitTimeout 値は GMT または世界協定時刻で表示され、検出が行われる実際の時刻を表します。


これらの値は検出の開始時刻を表していますが、検出の最初の段階は、自己更新が必要であるかどうかの確認プロセスです。つまり、これらの値は、実際には SUS クライアントから WSUS クライアントへの自己更新の開始時刻になります。
クライアント ソフトウェアが 10 分後に自己更新しなかった場合は、\Auto Update レジストリ キーを更新してください。LastWaitTimeout  値が変更され、以前の値から 24 時間以上経っている場合は、自動更新が WSUServer  値で指定したサーバー URL に接続できなかったことを示します。
コンピュータが正しいコンピュータ グループに表示されない      

"クライアント側のターゲット" とは、グループ ポリシーまたはレジストリ設定を使用して、コンピュータをターゲット グループに移動することです。クライアント側のターゲットのセットアップ方法の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。クライアント側のターゲットを使用する場合にコンピュータがグループに表示されない原因はさまざまです。次の情報を使用して、この問題の解決を試みてください。
ターゲット コンピュータ グループ名が WSUS サーバーのグループ名と一致していることを確認する
グループ ポリシーのターゲット コンピュータ グループの名前が WSUS サーバー上のコンピュータ グループの名前と一致しているか確認します。クライアント側のターゲットを有効にしたグループ ポリシー オブジェクト (GPO) またはレジストリ設定を確認します。グループ ポリシーで使用されているコンピュータ グループ名と、サーバーで使用されているグループ名が一致することを確認してください。WSUS は、クライアント コンピュータから報告されたサーバー上でコンピュータ グループを見つけられないと、そのコンピュータを [割り当てられていないコンピュータ] グループに読み込みます。
変更が反映されるまで 1 時間待つ
クライアント側のターゲットを使用してグループのメンバシップを変更し、クライアント コンピュータが既に WSUS サーバーに接続している場合、サーバーがそのコンピュータのコンピュータ グループのメンバシップを変更するまでに 1 時間かかります。これは、WSUS ではクライアント側のターゲットを使用したグループ メンバシップを Cookie を使用して管理するためです。これらの Cookie は 1 時間後に期限切れとなるよう設定されています。 

1 時間待てない場合は、コマンド ライン オプションを使用して Cookie をリセットし、検出を開始してください。コマンド ライン オプションの使用方法については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777&clcid=0x411) を参照してください。
Windows Server Update Services に関するその他の参照情報      

詳細とサポートについては、次の参照情報を参照してください。
Windows Server Update Services コミュニティ
Microsoft コミュニティは、他のユーザーとアイデアを交換し、共通の問題について話し合うのに最適な場です。Microsoft Outlook Express などの NNTP ベースのニュースリーダーを使用して、メッセージを読み書きできます。また、Microsoft の Web ベースのニュースリーダーを使用すると、すべてのニュースグループにアクセスできます。WSUS コミュニティにアクセスするには、次にアクセスします。
· Windows Server Update Services コミュニティのホームページ (英語情報) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=45215)

· Windows Server Update Services のパブリック ニュースグループ (英語情報) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=42318) 

その他のドキュメント
· WSUS の新機能と特長に関する高度な情報については、Microsoft Windows Server Update Services の概要に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=42213) を参照してください。
· WSUS のインストール、クライアント コンピュータのセットアップ、更新プログラムの最初のセットの展開など、WSUS の使用を開始する際の手順については、Microsoft Windows Server Update Services のファースト ステップ ガイド (英語情報) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=41774) を参照してください。
· WSUS コンポーネントとインフラストラクチャの計画、インストール、および構成の詳細については、Microsoft Windows Server Update Services の展開に関するドキュメント (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=41777) を参照してください。
· タスクの自動化や WSUS のカスタマイズに役立つ情報については、Microsoft Windows Server Update Services ソフトウェア開発キット (英語情報) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=43099) と Windows Update エージェント ソフトウェア開発キット (英語情報) (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=43101) を参照してください。Windows Update エージェントは自動更新サービスであることに注意してください。どちらの SDK にもアプリケーション プログラミング インターフェイス (API) に関する情報と、WSUS の展開と実装のサンプル スクリプトやすぐに使えるツールが含まれています。 


